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村報
筑北
第64号

  

一 

般
会
計
の
予
算
状
況 

　

平
成
28
年
度
一
般
会
計
予
算

は
、
歳
入
歳
出
総
額
が
44
億
６
，

５
６
５
万
円
で
、
前
年
度
当
初
予
算

と
比
べ
３
億
３
，
８
９
９
万
円
増
加
し

ま
し
た
。

歳
入
の
状
況

　

歳
入
は
、
村
税
な
ど
の
自
主
財
源

が
全
体
の
16
・
７
％
に
留
ま
り
、
前

年
度
同
様
に
歳
入
構
造
は
変
わ
ら

ず
、
地
方
交
付
税
、
国・県
の
補
助
金
、

地
方
債
な
ど
の
依
存
財
源
が
歳
入
の

大
部
分
を
占
め
る
状
況
で
す
。
前
年

度
に
比
べ
予
算
額
が
増
加
し
た
の
は
、

主
に
合
併
特
例
債
の
発
行
増
に
よ
る

地
方
債
や
合
併
特
例
債
で
積
み
立
て

を
し
た
地
域
振
興
基
金
の
繰
入
金
な

ど
に
よ
る
も
の
で
す
。

【
村
税
】

　

主
に
村
民
税
（
個
人
）
の
減
収
が

歳
出
の
状
況

　

歳
出
は
、
中
長
期
的
な
視
点
で
健

全
な
財
政
構
造
に
改
善
し
て
い
こ
と

を
前
提
に
、「
筑
北
村
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
に
掲
げ
た

５
つ
の
基
本
目
標
を
重
点
課
題
と
し

て
、
実
効
性
の
あ
る
施
策
を
推
進
す

る
こ
と
を
基
本
と
し
た
予
算
配
分
を

行
い
ま
し
た
。

　

前
年
度
に
比
べ
予
算
額
が
増
加
し

た
要
因
は
、
主
に
普
通
建
設
事
業
費

の
増
加
や
合
併
特
例
債
を
財
源
と
す

る
地
域
振
興
基
金
へ
の
積
み
立
て
な
ど

に
よ
る
も
の
で
す
。

【
人
件
費
】

　

主
に
職
員
給
料
の
減
な
ど
に
よ
り
、

前
年
度
に
比
べ
２
，
０
０
９
万
円
（
２・

４
％
）
減
額
計
上
し
ま
し
た
。

【
公
債
費
】

　

償
還
が
終
了
し
た
地
方
債
や
近
年

の
繰
上
償
還
な
ど
に
よ
り
地
方
債
現

在
高
が
減
少
し
て
お
り
、
前
年
度
に

比
べ
１
，
５
２
６
万
円
（
３・０
％
）
減

額
計
上
し
ま
し
た
。

【
積
立
金
】

　

合
併
特
例
債
を
財
源
と
す
る
地
域

振
興
基
金
へ
の
積
み
立
て
に
２
億
円
計

上
し
ま
し
た
。

【
繰
出
金
】

　

特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
の
う
ち
、主

に
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
と
冠
着

温
泉
施
設
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
が

減
少
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、前
年
度

に
比
べ
３
，７
６
５
万
円（
６・０
％
）減

額
計
上
し
ま
し
た
。

【
投
資
的
経
費
】

　

普
通
建
設
事
業
費
の
主
な
事
業

は
、
複
数
年
で
実
施
し
て
き
た
社
会

資
本
整
備
総
合
交
付
金
を
財
源
と
し

た
補
助
事
業
の
村
道
宮
ノ
前
線
・
向

原
線
改
良
事
業
の
最
終
年
度
と
な
る

工
事
費
等
を
計
上
し
ま
し
た
。
新
規

事
業
で
は
、
特
定
地
区
公
園
整
備
事

業
、
気
象
観
測
装
置
設
置
事
業
、
若

者
定
住
促
進
住
宅
整
備
事
業
な
ど
の

工
事
費
等
を
計
上
し
ま
し
た
。
本
年

度
は
、
大
型
事
業
と
な
る
特
定
地
区

公
園
整
備
事
業
の
本
体
工
事
が
開
始

さ
れ
る
た
め
、
前
年
度
に
比
べ
１
億
９
，

５
７
１
万
円
（
31
・
６
％
）
増
額
計

上
と
な
り
ま
し
た
。

見
込
ま
れ
る
た
め
、
前
年
度
に
比
べ

５
３
１
万
円
（
１・３
％
）
減
額
計
上

し
ま
し
た
。

【
地
方
交
付
税
】

　

普
通
交
付
税
の
減
少
が
見
込

ま
れ
る
た
め
、
前
年
度
に
比
べ
２
，

０
０
０
万
円
（
０・９
％
）
減
額
計
上

し
ま
し
た
。

【
国
庫
支
出
金
】

　

継
続
事
業
の
社
会
資
本
整
備
事
業

や
新
規
で
の
空
き
家
再
生
等
推
進
事

業
、
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
な

ど
を
計
上
し
ま
し
た
。

【
繰
入
金
】

　

ふ
る
さ
と
づ
く
り
基
金
や
地
域
振

興
基
金
の
繰
入
金
を
計
上
し
ま
し
た
。

【
地
方
債
】

　

主
に
特
定
地
区
公
園
整
備
事
業
や

地
域
振
興
基
金
の
財
源
に
充
て
る
た

め
の
合
併
特
例
債
の
発
行
が
増
加
し

ま
し
た
。

村税
3億9,821万円
（8.9％）

依存財源
37億2,108万円
（83.3％）

自主財源
7億4,457万円
（16.7％）

(　)内構成比

歳入総額　44億6,565万円
《歳入の内訳》

分担金・負担金
4,433万円
（1.0％）

使用料・手数料
9,395万円
（2.1％）

繰入金
5,402万円
（1.2％）

地方債
7億4,970万円
（16.8％）

県支出金
2億5,196万円
（5.7％）

国庫支出金
3億1,862万円
（7.1％）

その他交付金等
9,080万円
（2.0％）

繰越金
5,000万円
（1.1％）

財産収入・寄付金・諸収入
1億406万円
（2.4％）

地方譲与税
5,000万円
（1.1％）

地方交付税
22億6,000万円
（50.6％）

予備費
5,000万円
（1.1％）
人件費
8億1,223万円
（18.2％）

繰出金
5億8,991万円
（13.2％）

投資・出資・貸付金
50万円
（0.0％）

積立金
2億2,233万円
（5.0％）

維持補修費
4,107万円
（0.9％）

物件費
7億6,076万円
（17.0％）

災害復旧事業費
1万円
（0.0％）

扶助費
3億2,239万円
（7.2％）
公債費
5億46万円
（11.2％）

投資的経費
8億1,447万円
（18.3％）

予備費
5,000万円
（1.1％）

その他の経費
19億6,610万円
（44.0％） 普通建設事業費

8億1,446万円
（18.3％）

(　)内構成比

義務的経費
16億3,508万円
（36.6％）

補助費
3億5,153万円
（7.9％）

歳出総額　44億6,565万円
《歳出の内訳》（性質別）

平
成
28
年
度
予
算
の
状
況 

平
成
28
年
度
予
算
が
議
会
３
月
定
例
会
で
可
決
さ
れ
ま
し
た

平成28年5月20日発行

編集　筑北村総務課
〒399-7501
長野県東筑摩郡筑北村西条 4195 番地
電話　0263-66-2111
FAX　0263-66-3370
ホームページ
http://www.vill.chikuhoku.lg.jp

筑北村の人口
総人口 4,846 人

男 2,393 人

女 2,453 人

戸　数 1,887 戸

（平成28年4月30日現在）
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会　計　区　分　
平成28年度
予 算 額

①

平成27年度
予 算 額

②

比　較
③（①－②）

前年度比
（％）

一 般 会 計 44億6,565万円 41億2,666万円 3億3,899万円 8.2

特
　
　
　
別
　
　
　
会
　
　
　
計

バ ス 事 業 2,420万円 2,603万円 △182万円 △7.0

国 民 健 康 保 険 8億5,211万円 8億8,131万円 △2,920万円 △3.3

国民健康保険診療所 6,086万円 6,034万円 52万円 0.9

後 期 高 齢 者 医 療 6,334万円 6,336万円 △2万円 △0.0

介 護 保 険 7億5,709万円 7億9,036万円 △3,327万円 △4.2

宅 地 造 成 事 業 562万円 572万円 △10万円 △1.7

と く ら 温 泉 施 設 937万円 1,086万円 △149万円 △13.7

差 切 峡 温 泉 施 設 2,977万円 3,021万円 △45万円 △1.5

冠 着 温 泉 施 設 2,243万円 3,369万円 △1,126万円 △33.4

簡 易 水 道 事 業 3億309万円 2億7,984万円 2,325万円 8.3

集 落 排 水 事 業 1億5,346万円 1億8,013万円 △2,666万円 △14.8

合 併 浄 化 槽 事 業 7,399万円 7,392万円 	 7万円 0.1

合　　　　　計 68億2,098万円 65億6,241万円 2億5,856万円 3.9

※千円単位を四捨五入して表示しています。
※比較③及び合計欄の金額は、端数処理のため一致しない場合があります。

項　　　目 予　算　額 構成比 主        要        な        施        策

1 議 会 費 6,339万円 1.4％ 議会運営 6,339 万円

2 総 務 費 6億614万円 13.6％

公共施設等耐震診断64万円　空中写真撮影、デ
ジタルオルソ作成委託637万円　総合計画策定事
業 26万円　空き家適正管理 928 万円　協働事
業支援金150万円　定住促進助成金930万円

3 民 生 費 9億2,627万円 20.8％

臨時福祉給付金476万円　低所得年金受給者向け
給付金428万円　放課後児童健全育成事業1,028
万円　巡回子ども保育・教育相談事業1,001万円
特別支援放課後児童健全育成事業730万円

4 衛 生 費 4億1,039万円 9.2％

がん検診事業694万円　高齢者予防接種事業446万
円　生活習慣病予防事業121万円　妊婦・乳児健診
事業313万円　小児予防接種事業515万円　母子保
健共同事業118万円　可燃物等収集事業1,270万円

5 農林水産業費 3億1,792万円 7.1％

坂井体験いちご園指定管理委託665万円　鳥獣被害防
止総合対策事業206万円　土地改良施設維持管理適
正化事業1,005万円　農山漁村地域整備交付金事業
1,678万円　森林造成事業補助金1,361万円　松林健
全化推進事業2,470万円　地籍調査事業1,141万円

6 商 工 費 6,436万円 1.4％ 住宅リフォーム等補助 300 万円　観光パンフレット
等作成事業 120万円

7 土 木 費 3億8,854万円 8.7％

筑北村スマートＩＣ検討業務610万円　村道新設改良
工事（宮ノ前線・向原線）1億 8,933 万円　橋梁
点検業務 1,938 万円　橋梁修繕工事（楡の木橋・
横道橋）2,639 万円　住宅長寿命化計画策定業務
481万円　若者定住促進住宅整備事業3,094万円

8 消 防 費 1億7,001万円 3.8％ 気象観測装置設置工事 3,888 万円　防犯灯新
設・修繕 324万円

9 教 育 費 7億4,583万円 16.7％

子ども支援総合専門員等配置512万円　修那羅山石仏
群調査・学習事業194万円　新図書館運営1,207万円
総合型スポーツクラブ委託事業500万円　特定地区公園
整備事業3億5,861万円　野球場備品整備397万円

10 災害復旧費 1万円 0.0％

11 公 債 費 5億46万円 11.2％ 償還元金 4億 6,740 万円　償還利子 3,181 万円

12 諸 支 出 金 2億2,233万円 5.0％ 積立金（財政調整基金320万円　減債基金50万円　ふ
るさとづくり基金1,823万円　地域振興基金2億40万円）

13 予 備 費 5,000万円 1.1％

計 44億6,565万円 100.0％

※千円単位を四捨五入して表示しています。

平成28年度　筑北村一般会計・特別会計予算総括表

平成28年度　筑北村一般会計の主要施策と予算

 

特
別
会
計
の
予
算
状
況（
主
な
も
の
）

《
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
》

　

運
動
器
の
改
善
を
図
る
キ
ラ
リ
☆
ア

ク
ア
健
康
教
室
や
特
定
健
診
・
人
間
ド

ッ
ク
等
の
健
康
診
断
事
業
な
ど
の
経
費

を
計
上
し
ま
し
た
。

《
と
く
ら
温
泉
施
設
特
別
会
計
》

　

入
口
看
板
や
浴
室
天
窓
修
繕
な
ど

の
施
設
改
修
、
食
堂
オ
ー
ダ
ー
シ
ス
テ

ム
な
ど
の
購
入
に
合
わ
せ
て
８
３
８
万

円
計
上
し
ま
し
た
。

《
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
》

　

平
成
29
年
４
月
か
ら
の
簡
易
水
道
・

下
水
道
料
金
の
改
定
に
向
け
た
検
討

に
係
る
経
費
を
計
上
し
ま
し
た
。
ま

た
、
補
助
事
業
で
実
施
し
て
い
る
乱
橋

簡
易
水
道
の
本
管
布
設
替
え
工
事
に

９
，
４
２
６
万
円
計
上
し
ま
し
た
。

《
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
》

　

資
産
の
把
握
と
管
理
を
行
う
た
め
、

資
産
台
帳
作
成
業
務
委
託
に
７
１
６

万
円
計
上
し
ま
し
た
。

《
合
併
浄
化
槽
事
業
特
別
会
計
》

　

合
併
浄
化
槽
の
設
置
を
推
進
す
る

た
め
、
設
置
工
事
に
９
９
２
万
円
計
上

し
ま
し
た
。
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地
域
お
こ
し
協
力
隊

【
新
メ
ン
バ
ー
紹
介
】

鈴
木　

健
二
（
す
ず
き　

け
ん
じ
）

【
産
業
課
】

み
な
さ
ん
、
は
じ
め
ま
し
て
。
本

年
度
か
ら
『
地
域
お
こ
し
協
力
隊
』
と

し
て
産
業
課
に
赴
任
い
た
し
ま
し
た
。

出
身
は
群
馬
県
前
橋
市
と
い
う

と
こ
ろ
で
す
。
犬
（
コ
ー
ギ
ー
）
一

匹
と
旧
教
員
住
宅
に
て
暮
ら
し
て

お
り
ま
す
。
前
橋
も
寒
い
と
こ
ろ
で

す
が
、
筑
北
村
に
越
し
て
き
て
す
ぐ

に
、
前
橋
よ
り
も
寒
い
こ
と
に
驚
き

ま
し
た
。
布
団
を
一
枚
し
か
持
っ
て

き
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
初
日
の
夜

は
凍
え
な
が
ら
寝
付
け
な
か
っ
た

で
す
。

現
在
、
も
う
一
人
の
隊
員
、
埋
橋

さ
ん
と
と
も
に
『
坂
井
い
ち
ご
園
』

で
い
ち
ご
の
栽
培
・
園
の
運
営
に
携

わ
っ
て
い
ま
す
。
長
野
県
で
い
ち
ご

が
採
れ
る
と
い
う
こ
と
を
知
っ
て

方
に
お
願
い
し
ま
し
た
。「
山
に
囲

ま
れ
て
自
然
が
残
る
、の
ど
か
な
村
」

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
作
っ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
と
て
も
可
愛
い
ら
し
い

ロ
ゴ
に
な
り
、
大
満
足
で
す
。

ま
た
、
こ
の
サ
イ
ト
は
村
の
方
に

も
大
き
な
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
サ
イ
ト
内
の
「
ち
く
ほ
く
の
ひ

と
」
と
い
う
コ
ー
ナ
ー
に
は
、
村
の

方
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
を
載
せ

て
い
ま
す
。
都
会
の
人
や
田
舎
に
移

住
し
た
い
人
に
、
筑
北
村
で
の
田
舎

暮
ら
し
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
も
ら
え
た

ら
と
思
い
、
こ
の
コ
ー
ナ
ー
を
設
け

ま
し
た
。

新
し
く
な
っ
た
観
光
サ
イ
ト
は
、

村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の『
観
光
情
報
』

の
ボ
タ
ン
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
見
ら

れ
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

驚
き
ま
し
た
が
、『
坂
井
い
ち
ご
園
』

の
い
ち
ご
は
と
て
も
美
味
し
い
で

す
。
み
な
さ
ん
、
ぜ
ひ
遊
び
に
来
て

く
だ
さ
い
。
愛
犬
と
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

埋
橋　

佳
佑（
う
ず
は
し　

け
い
す
け
）

【
産
業
課
】

平
成
６
年
生
ま
れ
の
22
歳
で
す
。

筑
北
村
に
は
何
度
か
訪
れ
た
こ
と
が

あ
る
程
度
で
し
た
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
知
っ
た
の

は
筑
北
村
に
住
む
友
達
か
ら
の
紹
介

で
し
た
。

協
力
隊
の
業
務
と
し
て
今
は
坂
井

い
ち
ご
園
の
施
設
管
理
を
任
さ
れ
て

い
ま
す
。

い
ち
ご
を
育
て
た
経
験
が
無
く
不

安
と
期
待
で
い
っ
ぱ
い
で
す
が
、
精

一
杯
頑
張
っ
て
い
ち
ご
園
を
盛
り
上

げ
て
い
き
た
い
の
で
村
内
で
見
か
け

た
際
に
は
是
非
声
を
か
け
て
い
た
だ

け
た
ら
嬉
し
い
で
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

【
地
域
と
デ
ザ
イ
ン
】

地
域
に
も
デ
ザ
イ
ン
の
力
が
必
要

だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
デ
ザ
イ
ン

業
界
で
は
、
ユ
ー
ザ
ー
に
共
通
の
イ

メ
ー
ジ
を
持
た
せ
る
こ
と
を
「
ブ
ラ

ン
デ
ィ
ン
グ
」
と
い
い
ま
す
が
、
地

飯
田　

智
子
（
い
い
だ　

さ
と
こ
）

【
企
画
財
政
課
】

筑
北
村
に
移
住
し
、
移
住
促
進
の

仕
事
を
始
め
て
十
数
日
、
居
心
地
の

良
い
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

私
が
住
ん
で
い
た
人
口
約
38
万
人

の
ま
ち
は
、
必
要
以
上
の
も
の
で
溢

れ
て
い
ま
す
。
過
剰
な
生
活
環
境
は

様
々
な
感
覚
を
鈍
ら
せ
ま
す
。
余
分

な
も
の
が
な
い
筑
北
村
は
、
私
に

と
っ
て
は
と
て
も
尊
い
場
所
で
す
。

ず
っ
と
村
に
住
ん
で
い
る
皆
さ
ん
は

気
づ
き
に
く
い
点
か
と
思
い
ま
す
が
、

人
が
生
き
て
い
く
に
は
大
切
な
要
素

で
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
生
活
に
不
可

欠
で
住
民
の
望
む
も
の
だ
け
が
存
在

す
る
村
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て

い
ま
す
。

ま
だ
日
の
浅
い
協
力
隊
員
で
す
が
、

い
く
つ
か
の
ス
ポ
ー
ツ
や
趣
味
の
集

ま
り
に
誘
わ
れ
ま
し
た
。
筑
北
村
に

は
生
活
を
楽
し
む
グ
ル
ー
プ
が
い
く

つ
も
活
動
な
さ
っ
て
い
る
ん
で
す
ね
。

方
で
も
有
名
に
な
る
地
域
は
「
ブ
ラ

ン
デ
ィ
ン
グ
」
が
し
っ
か
り
で
き

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
そ
の
た
め
に
は
役
場
を
は
じ
め

と
す
る
地
域
の
人
た
ち
が
統
一
し
た

イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
こ
と
が
大
切
だ
と

思
い
ま
す
。
今
回
の
観
光
サ
イ
ト
や
、

昨
年
制
作
し
た
「
移
住
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
」
は
、「
自
然
、
素
朴
、
の
ど
か
」

と
い
っ
た
共
通
し
た
イ
メ
ー
ジ
を
都

会
の
人
に
伝
え
る
、「
ブ
ラ
ン
デ
ィ

ン
グ
」
の
第
一
歩
に
な
っ
て
い
る
と

思
い
ま
す
。
た
だ
し
こ
の
イ
メ
ー
ジ

は
私
た
ち
が
感
じ
て
い
る
も
の
で
、

こ
れ
が
皆
に
共
通
し
て
い
る
か
は
話

し
合
っ
て
み
な
い
と
分
か
り
ま
せ
ん
。

共
通
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
こ
と
で
、

デ
ザ
イ
ン
を
依
頼
す
る
と
き
も
、
相

手
に
「
こ
ん
な
感
じ
で
」
と
イ
メ
ー

ジ
を
伝
え
や
す
い
で
す
。
た
と
え
ば

役
場
で
は
、
委
託
す
る
業
者
に
よ
っ

て
デ
ザ
イ
ン
が
バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ
て

し
ま
い
が
ち
で
す
。
共
通
イ
メ
ー
ジ

が
あ
る
こ
と
で
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や

ポ
ス
タ
ー
な
ど
に
統
一
感
が
生
ま
れ

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

�

企
画
財
政
課　

大
場
鈴
子

私
も
参
加
し
て
、
生
活
を
楽
し
み
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

顔
と
名
前
を
覚
え
る
の
が
不
得
手

な
私
で
す
が
、
あ
ち
こ
ち
顔
を
出
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

空
き
家
を
登
録
し
た
い
方
は
ぜ
ひ

企
画
財
政
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

情
報
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
活
動
報
告

【
観
光
サ
イ
ト
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
】

３
月
31
日
、
村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
、『
観
光
情
報
』
の
ペ
ー
ジ
が
新

し
く
な
り
ま
し
た
。
昨
年
６
月
頃
か

ら
私
が
企
画
し
て
い
た
も
の
で
す
。

制
作
は
長
野
市
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
に
お

願
い
し
ま
し
た
。
実
際
に
村
に
来
て

も
ら
っ
た
り
、
何
度
も
打
ち
合
わ
せ

を
し
て
、
イ
メ
ー
ジ
通
り
の
サ
イ
ト

に
な
り
ま
し
た
。

旧
サ
イ
ト
と
大
き
く
異
な
る
点
は

ま
ず
、
デ
ザ
イ
ン
で
す
。
画
面
い
っ

ぱ
い
に
綺
麗
な
写
真
を
使
い
、
ぱ
っ

と
見
た
だ
け
で
筑
北
村
の
自
然
や
素

朴
な
雰
囲
気
を
感
じ
て
も
ら
え
る
よ

う
に
し
ま
し
た
。

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
に
あ
る
、「
ほ
く

ほ
く
、
ち
く
ほ
く
。」
と
い
う
ネ
ー

ミ
ン
グ
と
ロ
ゴ
も
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
の

４
月
12
日
、
筑
北
小
学
校
と
坂
井

小
学
校
で
花
の
種
贈
呈
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

花
を
育
て
る
こ
と
で
、
友
達
へ
の

優
し
さ
を
大
切
に
し
、
人
を
思
い
や

る
気
持
ち
を
学
ん
で
も
ら
う
こ
と
を

目
的
に
行
わ
れ
た
も
の
で
、
マ
リ
ー

ゴ
ー
ル
ド
な
ど
の
花
の
種
や
プ
ラ
ン

タ
ー
、
培
養
土
な
ど
が
勝
山
松
本
人

権
擁
護
委
員
協
議
会
長
か
ら
児
童
の

皆
さ
ん
に
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

贈
呈
式
に
は
筑
北
村
の
人
権
擁
護

委
員
の
皆
さ
ん
も
出
席
し
、
子
ど
も

達
が
一
輪
で
も
美
し
い
花
を
咲
か
せ

て
く
れ
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。

両
小
学
校
の
児
童
代
表
は
「
友
達

を
大
事
に
し
、

き
れ
い
な
花

が
咲
く
よ
う

に
大
切
に
育

て
て
い
き
た

い
」
と
笑
顔

で
答
え
て
い

ま
し
た
。

リニューアルした観光サイト

「ちくほくのひと」「フォトギャラリー」

育
て
よ
う
！
優
し
さ
と
思
い
や
り

「
人
権
の
花
運
動
」

坂井小での贈呈式
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空き家対策について

空き家情報登録制度（空き家バンク）の利用状況のお知らせ
　村内の空き家を活用した空き家情報登録制度（空き家バンク）がスタートして４年が経過します。
人口の増加と都市住民との交流を図ることを目的に、空き家を売りたい、貸したいという所有者の方
と筑北村に住みたい方の橋渡しとしての役割を担っています。昨年度は空き家紹介のホームページの
リニューアルや移住ガイドブックを改訂し、これまで以上に充実した空き家情報を提供しています。
　この４年間で20組 46名の方が移住され、それぞれ地域にとけこみ仕事や趣味に活躍されていま
す。また、移住後に結婚等で家族が増えた方もいらっしゃいます。
　少子高齢化が進み、人口が年々減少している中、村では、これからも多くの方に筑北村の魅力を知っ
ていただき、移住、定住していただけるよう情報を発信していきます。

　人口の減少や既存住宅等の老朽化により、居住等の使用がされていない家屋が増加しています。
　空き家の中には、適正な管理が行われず安全性の低下、公衆衛生の悪化等多岐にわたる問題を生じさせ、
ひいては住民の皆さんの生活に影響を及ぼしかねない空き家等も散見されます。
　村では、「空き家対策計画」を策定し、老朽化し危険な状態の空き家への対応と増加の抑制及びこのような
状態になる前に空き家を利活用する方法を検討し、空き家対策を総合的に推進していきます。

※特定空き家等とは？
　①倒壊等著しく保安上の危険となるおそれのある状態
　②著しく衛生上有害となるおそれのある状態
　③適切な管理が行われないことにより著しく景観を損なっている状態
　④その他周辺の生活環境の保全を図るために放置することが不適切である状態
にある空き家等をいいます。
　空き家等の適正管理は所有者の方の責任です。適正な管理が行われず、特定空き家等と認定された場合は、
空き家等の除却に係る助言・指導、勧告、命令及び適正な管理がおこなわれていないことを公表する場合が
あります。
　空き家のまま放置すると急速に劣化し、特定空き家になってしまいます。空き家を有効利用するためには、
なるべく早い段階で「空き家バンク」等への登録をご検討ください。

　◎空き家に関するご相談は、企画財政課企画係（TEL：66-2111）までご連絡ください。

リニューアルした空き家バンクホームページ 移住ガイドブック

管理が必要な空き家等

個人による管理

現地調査による特定空家
候補の抽出

空き家バンク登録

空き家の賃貸借促進
空き家の売買促進
跡地の売買促進

管理団体設立による相談・指導

特定空家等は除却が必要

民間空き家管理会社に
よる空き家の管理

空き家バンクへの登録促進

民間空き家管理会社の紹介

※　特定空家等の認定
NO

YES

YES

YES

NO

NO

軽自動車税の税率改正のお知らせ

●平成 26年度の税制改正により、軽自動車税の税率が変更になります。

車種区分 税率（年税額）（円）
28 年度から

原動機付自転車

50cc 以下 2,000
90cc 以下 2,000

 125cc 以下 2,400
ミニカー 3,700

軽二輪 250cc 以下 3,600

小型特殊自動車
専ら雪上を走行するもの 3,600

農耕作業用 2,400
特殊のもの 5,900

小型二輪自動車 250cc 超え 6,000

●平成 27年 4月 1日以後に新規登録する車両から適用となります。
●平成 27年 3月 31 日までに新規登録した車両は、登録後 13年を超えるまで現行税率のままです。
●初めて車両番号の登録を受けた月から 13年を経過した車両は、平成 28年度から経年重課の税率
が適用されます。

車種区分

税率（年税額）（円）
平成 27 年 3 月 31 日以
前に最初の新規検査をし
た車両

平成 27 年 4 月 1 日以降
に最初の新規検査をした
車両

（重課税率）　
初度検査年月から 13 年
経過した車両

三輪のもの 3,100 3,900 4,600
四輪
乗用

自家用 7,200 10,800 12,900
営業用 5,500 6,900 8,200

四輪
貨物

自家用 4,000 5,000 6,000
営業用 3,000 3,800 4,500

●なお、平成 27年 4月 1日から平成 28年 3月 31 日までに初めて車両番号の指定を受けた一定の
環境性能を満たす車両（自動車検査証の「初度検査年月」が平成 27年 4月から平成 28年 3月の
もの）について、平成 28年度分の軽自動車税に限り、グリーン化特例（軽課）が適用されます。

車種区分
標準税率

（平成 27 年
4 月 1 日以降に
新規登録された車）

グリーン化特例（軽課税率）平成 28 年度のみ（円）

電気自動車
天然ガス自動車

[ 乗用 ] 平成 32 年度
  燃費基準 +20％達成車
[ 貨物 ] 平成 27 年度
  燃費基準 +35％達成車

[ 乗用 ]H32 年度
　　　燃費基準達成車
[ 貨物 ] 平成 27 年度
　 燃費基準 +15％達成車

75％軽減 50％軽減 25％軽減
三輪のもの 3,900 1,000 2,000 3,000

四輪
乗用

自家用 10,800 2,700 5,400 8,100
営業用 6,900 1,800 3,500 5,200

四輪
貨物

自家用 5,000 1,300 2,500 3,800
営業用 3,800 1,000 1,900 2,900

� （平成 17年排出ガス基準 75%低減達成車）

自動車税・軽自動車税は、５月31日（火）までに納めましょう
●自動車税に関すること　　長野県松本地方事務所税務課　（電話４０－１９０６）まで
●軽自動車税に関すること　筑北村総務課総務係　　　　　（電話６６－２１１１）まで
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自分のからだは自分で守ろう！！
～生活習慣病の予防に健診を受けましょう～

健康
ほっと
情報

腎臓の働きは年齢とともに低下するのをご存知ですか？

　腎臓の働きは、血液から不要なもの（ここでは“ゴミ”と表します）を取り除いておしっこに出し
ています。
　このゴミの正体は、たんぱく質やアミノ酸が分解してできる「尿素」「尿酸」「二
酸化炭素」などです。水に溶けるので血液中に溶かして腎臓から濾しだしています。
　このゴミが処理できなくなったら、どうなるのでしょうか？
　血液はゴミを持ったまま全身を巡ります。各臓器をお家のお部屋だと思ってく
ださい。部屋はどんどんゴミがたまってしまいます。
　これがひどくなると腎不全による「尿毒症」がおこります。
　この腎臓の働きは年齢とともに低下するのですが、腎臓の血管の動脈
硬化が進むと、さらに低下していく速度が速まります。

　では、腎臓の血管の動脈硬化を予防していくにはどうしたらいいのでしょう？
　腎臓の働きを“eGFR”という数字で表します。

　上の図で、eGFRが30以下にならないようにすると、生活への支障がありません。
　動脈硬化を進める要因（高血圧や糖尿病、高脂血症、高尿酸血症、肥満、喫煙など）があると急速
に低下します。
　“大切な腎臓”を守っていきましょう！！

まずは、健診でご自身のeGFRの数字を確認してみましょう。

ゴミなんだ！

eGFR
（ml/min/1.73m2）

腎
障
害
（
＋
）

Ｇ
Ｆ
Ｒ
軽
度
低
下

Ｇ
Ｆ
Ｒ

高
度
低
下

腎
不
全

Ｇ
Ｆ
Ｒ
中
等
度
低
下

（男性） （女性）

70

60

50

40

30

20

70

60

50

40

30

20
40～49歳　50～59歳　60～69歳　70～79歳　80～89歳 40～49歳　50～59歳　60～69歳　70～79歳　80～89歳

70
歳
以
上
で
40
以
上
あ
れ
ば

年
齢
に
よ
る
低
下
の
範
囲
内
に
と
ど
ま
る

図：年齢とともにおこる腎機能の低下（eGFR）

⾼齢者向け給付⾦

筑北村
申請受付期間中です。
【4⽉28⽇（⽊）〜7⽉29⽇（⾦）※必着】

【⽀給対象者】

○昨年（平成27年）1⽉1⽇の時点で筑北村
にお住まいの⽅です。

○平成27年度臨時福祉給付⾦の対象者のうち
平成28年度中に65歳以上になる⽅です。
（昭和27年4⽉1⽇以前に⽣まれた⽅）

※給付⾦を受け取るためには、申請が必要です。
また、⽣活保護の⽅や、⽀給決定前に亡くなら
れた⽅などは、対象者にはなりません。

カクニンジャ

お問い合わせ先

筑北村住⺠福祉課福祉係
電話番号：0263-66-2111

⽀給額

1⼈につき3万円

（年⾦⽣活者等⽀援臨時福祉給付⾦）

⾼齢者向け給付⾦

⽀給対象者となる可能性が⾼い⽅には、あらかじめ申請書を送付しております。
申請がお済みでない⽅は、筑北村役場窓⼝または郵送にてお早⽬にご申請ください。

申 請
⽅ 法
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4
月
10
日
（
日
）
に
坂
北
体
育
館

で
行
い
ま
し
た
。

本
年
度
は
男
性
３
名
・
女
性
２
名

計
５
名
の
新
入
団
員
を
迎
え
、
沖
新

入
団
員
に
よ
る
宣
誓
が
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
辞
令
交
付
で
は
、
宮
入
副
団

長
を
始
め
新
た
に
役
職
に
就
く
28
名

に
辞
令
が
交
付
さ
れ
、
若
林
団
長
及

び
関
川
村
長
よ
り
、
新
入
団
員
に
は

消
防
活
動
の
心
構
え
を
、
ま
た
、
消

防
団
員
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
消
防

団
活
動
へ
の
期
待
と
取
り
組
み
に
つ

い
て
訓
辞
が
あ
り
ま
し
た
。

本
年
度
の
筑
北
村
消
防
団
は
、
団

員
総
数
２
４
４
名
で
活
動
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
が
、
人
口
減
少
等
に
よ

る
新
入
団
員
の
確
保
の
難
し
さ
、
ま

た
、
多
く
の
団
員
が
村
外
に
勤
務
し

て
い
る
た
め
、
昼
間
の
消
防
活
動
に

支
障
が
出
て
い
ま
す
。

地
域
の
皆

様
の
消
防
団

活
動
へ
の
ご

理
解
ご
協
力

を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

麻
績
消
防
署
と
明
科
消
防
署
で

は
、
傷
病
者
へ
の
救
命
効
果
向
上
を

図
る
た
め
、
上
級
救
命
講
習
会
を
開

催
し
ま
す
。
大
人･
小
児
・
乳
児
を

対
象
と
し
た
胸
骨
圧
迫
や
人
工
呼

吸
の
実
技
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式

除
細
動
器
）
の
使
用
方
法
、
出
血
時

の
止
血
法
の
応
急
手
当
な
ど
の
講

習
を
行
い
ま
す
。

■
開
催
日
時

平
成
28
年
７
月
９
日
（
土
）

８
時
30
分
～
17
時
30
分
ま
で

■
開
催
場
所

安
曇
野
市
明
科
中
川
手

�

２
６
９
４
番
地

市
立
明
南
小
学
校
体
育
館

■
定
員
及
び
受
講
料

30
名
・
受
講
料　

無
料

■
申
し
込
み
方
法　

　

麻
績
消
防
署
ま
た
は
明
科
消
防

署
で
直
接
受
講
申
込
書
を
記
入
、

も
し
く
は
電
話
申
し
込
み
。

麻
績
消
防
署

　

電　

話　

６
７
‐
２
９
９
２

明
科
消
防
署

　

電　

話　

６
２
‐
２
９
９
２

■
申
込
締
切

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

平
成
28
年
度
筑
北
村
消
防
団

　

入
団
式
及
び
辞
令
交
付
式

上
級
救
命
講
習
会
を
開
催
し
ま
す

防衛省では、下記の予定で特別職国家公務員「自衛官等」の受付及び試験を実施します。
試�験�種�目 応�募�資�格 受�付�期�間 試�験�日

自衛官候補生 男 子 18 歳以上 27 歳未満 ～7月4日まで 7月 16 日
女 子 8月 1日～ 9月 8日 9月 24 日

一般曹候補生 男・女 18 歳以上 27 歳未満 8月 1日～ 9月 8日
1次：9月 17 日
2 次：10 月 8 日～ 9日
（いずれか１日を指定されます。）

航�空�学�生 男・女 高卒（見込含）21 歳未満 8月 1日～ 9月 8日
1次：9月 22 日
2 次：10 月 15 ～ 20 日
3 次：11月 12日～12月 15日

防　　衛
大�学�校
学　　生

推　薦 男・女
高卒（見込含）21歳未満の、成績
優秀かつ生徒会活動等に顕著な実
績を納め、学校長が推薦できる者

9月 5日～ 9月 8日 9月 24 日・25 日

総　合
選　抜 男・女 高卒（見込含）21歳未満の者

　（自衛官は 23歳未満） 9月 5日～ 9月 8日 1次：9月 24 日
2 次：10 月 29 日・30 日

一　般
（前期）男・女

高卒（見込含）21歳未満の者
　（自衛官は 23歳未満） 9月 5日～ 9月 30 日 1 次：11 月 7 日・8日

2次：12 月 8 日～ 12 日

一　般
（後期）男・女

高卒（見込含）21歳未満の者
　（自衛官は 23歳未満） 29 年1月21 日～1月27日 1 次：29 年 2 月 18 日2 次：29 年 3 月 10 日

防衛医科大学校
医学科学生 男・女 高卒（見込含）21歳未満の者 9月 5日～ 9月 30 日 1 次：10 月 29 日・30 日

2 次：12 月 14 日～ 16 日
防衛医科大学校
看護学科学生
（自衛官コース）

男・女 高卒（見込含）21歳未満の者 9月 5日～ 9月 30 日 1 次：10 月 15 日
2 次：11月 26日・11月 27日

平成 28 年度 自衛官等募集案内

　　　お問合せ先：自衛隊長野地方協力本部松本地域事務所・広報センター「信濃」
　　　　　　　　　松本市深志 2-6-5�マルナカ深志ビル１Ｆ�電話：0263-36-2787

１．28年４月から、利用定員が18人以下の
　　通所介護事業所（デイサービス）が、村指定の地域密着型通所介護事業所になりました。

筑北村では、本城地域にある「茶の間」と、麻績村にある「てとてと麻績宅幼老所」を指定し
ています。

これらの施設は、筑北村に住民票があり、介護認定を受けた方が利用できます。

２．輝きさん（村のお元気なお年寄りをご紹介します）
玉井さんは、坂井地域杉崎生まれの杉崎

育ち。子供の頃から甘い物が大好きで、ハ
イハイしている頃に「大福もち」を一度に
７個ぺろりと平らげ、周囲を驚かせました。

若い頃は山仕事を一生懸命やり、その後
40 代で坂井村の機械部品製造の会社に転
職、17 年間勤めました。会社員時代には
機械の修繕を任され、機械が故障すると夜
中でも修繕に駆けつけたこともありました。

とても愛妻家で、奥様が病気で松本の病
院に入院していた３年間、毎日お見舞いに

行き、意識がない奥様の手を握り、その日の出来事等をお話しされていたそうです。
現在は自炊生活をされていて、食べたい物は自分で作って食べています。掃除、洗濯等の家事は

全てこなします。そんな玉井さんにお話しを伺いました。
①　今までの中で、忘れられないことは何ですか？
　　奥様と暮らした 60 年間。（二人で毎日漫才をして暮らしていたような楽しい頃が懐かしい。）
②　趣味は何ですか？
　　畑仕事、パソコン（年賀状、往復はがきを使った案内状等は全て自分で作成する。またひ孫の

お誕生日にカレンダー付の写真を送り喜ばれた。）　
③　健康のために心がけていることは何ですか？
　　畑仕事がない冬の間は体力が落ちてしまうので、健康維持のために、リュックを背負って麻績

の JA まで歩いて買い物に行っている。（会う人会う人に、「車に乗せていってあげる」と声を
かけてもらっていて、その度に「健康のために歩いている」と説明している。）

④　今までの中で驚いた出来事は何ですか？
　　甘い物がとにかく好きで、「お店の人が、体を心配して饅頭を売ってくれなかっ

た。」逸話をお持ちの玉井さん。村の保健師が病気を心配して、体中から血を
採って調べたが、何処にも異常がなかったこと。

⑤　将来の夢は何ですか？ 　　→今の生活を続けていくこと。
⑥　若さの秘訣は何ですか？　　→笑顔で毎日暮らすこと。

転倒予防のお話（３）
そもそも「歩く」とは、身体の体重を片足にかけ、もう一方の足に体重を移動することを繰り
返すことです。つまり一瞬でも片足で立てなければ歩けません。片足で立つ場合に必要なこと
は安定度です。「土台」がしっかりしていなければなりません。足の安定度（バランス）を良く
するために、①両方の足の指をしっかり伸ばす②両方の足首を回すことを毎日心がけましょう。

　とても愛妻家で、「何も出来なくても、目だけ開いているだけでいいから、生きていて欲しかっ
た。」とおっしゃっていたのが印象的でした。
　次回の「輝きさん」は、本城地域を予定しています。

玉
た ま い

井　福
ふくいちろう

一郎さん
・坂井地域杉崎在住
・大正 13 年１月 16 日

生まれの 92 歳
・息子さんと２人暮らし

です。

介護保険通信 No.6

福一郎さん手作りの奈良漬



15 14

筑
北
村
・
議
会
事
務
局
・
教
育
委
員
会
等 

担
当
者
一
覧

※【　】内は、その課が置かれている場所です。

平成28年4月1日現在

電話番号等一覧
◇筑北村役場
　（総務課・企画財政課・住民福祉課・建設課・産業課・議会事務局・会計室）
　　TEL　66-2111　　FAX　66-3370
　　（坂北支所及び坂井支所への電話は役場に転送されます。）
◇教育委員会事務局（こども支援課・生涯学習課）　
　　TEL　67-1161　　FAX　67-2170
◇子育て支援センター相談室（教育委員会内）　
◇国民健康保険診療所　　　 ◇差切峡温泉坂北荘
　　TEL　67-4115　　　 　　TEL　66-2223
◇筑北村図書館　　　　　　 ◇西条温泉とくら　
　　TEL　66-1115　　　 　　TEL　66-2114

◇筑北ひまわり保育園
　　TEL　66-2043　　
◇坂井保育園　
　　TEL　67-2153　　
◇子育て支援センター　
　　TEL　66-2975
◇社会就労センター
　　TEL　66-2322
◇草湯温泉冠着荘　
　　TEL　67-2216
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筑北村
議会だより

第63号

議
会
３
月
定
例
会

一
般
質
問

 

平
成
28
年
度
当
初
予
算
と

 

主
要
施
策　
　
　
　
　
　

山崎　広道 議員

質
問　

筑
北
村
は
自
主
財
源
に
乏
し

く
、
交
付
税
等
の
依
存
財
源
に
頼
ら

ざ
る
を
得
な
い
。
こ
の
様
な
財
源
状

況
の
中
で
、
平
成
28
年
度
新
規
事
業

の
事
業
概
要
と
当
初
予
算
額
に
つ
い

て
村
の
計
画
と
実
施
を
尋
ね
る
。

村
長　

平
成
28
年
度
新
規
事
業
と
し

て
は
、「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
総
合
戦
略
」
に
基
づ
く
３
事
業
で

あ
る
。

①
子
育
て
・
教
育
環
境
が
充
実
し
て

い
る
村
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
子

ど
も
支
援
事
業
、
発
達
教
育
相
談

に
よ
る
保
護
者
へ
の
支
援
、
発

達
障
が
い
者
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講

座
な
ど
の
支
援
者
等
研
修
事
業

１
千
万
円
。

②
移
住
・
交
流
が
盛
ん
な
村
づ
く

り
を
目
標
に
若
者
定
住
促
進
住
宅

整
備
事
業
に
３
千
万
円
。
こ
れ
は
、

竹
之
下
の
分
譲
地
に
住
宅
１
戸
を

建
設
し
、
入
居
後
一
定
期
間
後
に

所
有
権
が
入
居
者
に
移
転
す
る
。

③
ス
ポ
ー
ツ
を
核
と
し
た
交
流
を

促
進
す
る
た
め
、
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、

合
宿
等
の
誘
致
と
防
災
拠
点
と
し

て
特
定
地
区
公
園
整
備
事
業
に
着

手
し
、
平
成
28
年
度
事
業
費
は

３
億
５
千
万
円
。

質
問　

平
成
28
年
度
新
規
事
業
の
中

で
一
番
の
目
玉
で
あ
り
、
特
に
村
民

の
関
心
の
高
い
特
定
地
区
公
園
整
備

事
業
は
、
サ
ッ
カ
ー
場
併
設
の
大
型

事
業
計
画
で
あ
る
。
事
業
の
担
当
課

と
し
て
教
育
委
員
会
が
計
画
を
推
進

し
て
い
る
が
、
実
施
計
画
と
予
算
の

財
源
、
そ
の
施
設
の
管
理
運
営
に
つ

い
て
教
育
長
に
尋
ね
る
。

教
育
長　

一
般
財
源
の
持
ち
出
し
を

少
な
く
す
る
た
め
、
補
助
率
の
良
い

補
助
金
を
探
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
防

災
関
連
の
社
会
資
本
整
備
交
付
金
を

利
用
し
、
総
務
課
で
計
画
し
て
い
る

ヘ
リ
ポ
ー
ト
を
含
め
、
施
設
の
防
災

機
能
強
化
を
図
っ
た
特
定
地
区
公
園

整
備
事
業
と
し
て
実
施
す
る
。
社
会

資
本
整
備
交
付
金
の
補
助
額
は
事
業

費
の
２
分
の
１
で
あ
る
。
合
併
特
例

債
は
、
総
事
業
費
か
ら
社
会
資
本
整

備
交
付
金
の
補
助
分
を
引
い
た
残
額

に
95
％
を
乗
じ
た
も
の
と
な
る
。
こ

の
社
会
資
本
整
備
事
業
は
、
現
在
の

県
の
情
報
で
、
全
国
的
に
要
望
が
多

い
た
め
に
要
望
額
の
60
％
位
に
な
る

と
想
定
し
て
い
る
。
管
理
運
営
は
、

施
設
利
用
者
を
増
や
す
た
め
に
は
、

よ
い
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
プ
レ
ー
で

き
る
よ
う
に
管
理
、
運
営
に
関
す
る

ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
っ
た
ス
ポ
ー
ツ
振
興

協
会
へ
委
託
す
る
。

質
問　

継
続
事
業
の
中
で
、
特
に
目

標
数
値
や
期
待
す
る
効
果
が
顕
著
で

あ
る
事
業
を
伺
う
。

村
長　

村
道
改
良
工
事
で
平
成
24
年

度
か
ら
実
施
し
て
い
る
村
道
宮
ノ
前

線
改
良
工
事
で
あ
る
。
完
成
す
る
こ

と
に
よ
り
、
国
道
４
０
３
号
と
４
月

に
オ
ー
プ
ン
す
る
図
書
館
と
の
狭
隘

（
き
ょ
う
あ
い
）
な
区
間
を
解
消
し
、

安
全
な
道
路
環
境
を
つ
く
る
。
森
林

造
成
事
業
へ
の
補
助
で
は
、
松
枯
れ

に
よ
る
樹
種
転
換
事
業
と
し
て
取
り

組
む
「
と
く
ら
団
地
」
で
あ
る
。
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
循
環
す
る
村
づ
く

り
を
目
標
に
森
林
整
備
を
す
る
。

村
長
の
政
治
姿
勢

宮島　義次 議員

質
問　

平
成
28
年
度
一
般
会
計
当

初
予
算
は
、
合
併
以
来
最
も
大
き
な

規
模
の
44
億
６
，
５
６
５
万
円
と
な

っ
た
が
、
こ
の
予
算
編
成
方
針
を
尋

ね
る
。

村
長　

平
成
28
年
度
予
算
編
成
に
当

っ
て
は
、
普
通
交
付
税
の
算
定
基
礎

と
な
る
国
勢
調
査
の
人
口
が
、
減
少

す
る
こ
と
と
、
合
併
算
定
替
え
の
縮

減
が
始
ま
る
こ
と
か
ら
、
今
後
の
財

政
見
通
し
を
意
識
し
た
予
算
編
成
を

行
な
っ
た
。

　

基
本
方
針
で
は
、
中
長
期
的
な
視

点
で
健
全
な
財
政
構
造
に
改
善
し
て

い
く
こ
と
を
前
提
に
「
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
に
掲

げ
た
５
つ
の
基
本
目
標
を
重
点
課
題

に
「
筑
北
村
は
ひ
と
つ
」
を
創
造
す

る
実
効
性
の
あ
る
施
策
を
推
進
し
て

い
く
。

質
問　

今
後
の
財
政
運
営
に
つ
い
て

歳
出
削
減
と
一
般
財
源
の
確
保
、
起

債
と
実
質
公
債
費
比
率
、
基
金
と
施

設
設
備
更
新
基
金
の
新
設
等
に
つ
い

て
考
え
を
尋
ね
る
。

村
長　

歳
出
の
削
減
は
、
経
常
経
費

の
見
直
し
を
徹
底
し
て
実
施
し
て
い

く
。
さ
ら
に
公
共
施
設
の
統
廃
合
は

課
題
で
あ
り
、
人
口
規
模
に
適
し
た

施
設
の
数
、
あ
り
方
等
に
つ
い
て
検

討
を
進
め
た
い
。
一
般
財
源
の
確
保

は
、
多
く
は
地
方
交
付
税
が
占
め
、

国
の
地
方
財
政
計
画
に
大
き
く
影
響

を
受
け
て
い
る
。
ふ
る
さ
と
寄
付
金

は
対
前
年
度
を
大
き
く
上
回
っ
て
お

り
、
今
後
も
伸
び
て
い
く
と
考
え
る
。

　

特
定
財
源
の
使
用
料
に
つ
い
て
、

現
在
の
料
金
が
適
正
で
あ
る
か
の
見

直
し
を
28
年
度
中
に
実
施
す
る
。

　

起
債
と
実
質
公
債
費
比
率
に
つ
い

て
は
、
地
方
債
の
発
行
は
事
業
を
実

施
す
る
上
で
単
年
度
の
財
源
確
保
と

世
代
間
の
負
担
公
平
性
を
図
る
目
的

が
あ
る
。
財
政
規
模
に
対
し
て
公
債

費
の
割
合
を
表
わ
す
実
質
公
債
費
比

率
は
、
現
在
の
実
施
計
画
で
は
平
成

35
年
度
の
13
・
４
％
を
頂
点
と
見
込

ん
で
い
る
。

　

基
金
と
施
設
設
備
更
新
基
金
の
新

設
に
つ
い
て
、
基
金
は
平
成
31
年
度

以
降
一
般
財
源
の
不
足
が
見
込
ま
れ

基
金
の
取
り
崩
し
に
頼
る
財
政
運
営

に
な
り
か
ね
な
い
が
、
基
金
に
頼
る

財
政
運
営
を
改
め
て
い
く
。
施
設
設

備
更
新
基
金
の
新
設
は
、
28
年
度
か

ら
３
年
間
は
地
方
交
付
税
が
20
億
円

台
で
推
移
し
、
新
た
な
基
金
の
設
立

も
可
能
と
考
え
る
の
で
至
急
検
討
に

入
る
。

村
の
テ
レ
ビ
放
送

質
問　

村
の
デ
ジ
タ
ル
放
送
へ
チ
ャ

ン
ネ
ル
設
定
を
し
て
い
る
世
帯
数
と

視
聴
率
の
把
握
。
活
用
方
法
を
見
直

す
考
え
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

総
務
課
長　

大
方
の
世
帯
が
チ
ャ
ン

ネ
ル
設
定
を
し
て
い
る
。
未
設
定
は

約
30
世
帯
。
視
聴
率
に
つ
い
て
は
把

握
で
き
て
い
な
い
。
テ
レ
ビ
放
送
の

活
用
方
法
を
含
め
、
告
知
放
送
と
放

送
の
あ
り
方
等
に
つ
い
て
も
放
送
審

議
会
で
検
討
し
て
い
る
が
、
人
的
配

置
や
機
器
類
の
整
備
も
あ
り
、
検
討

を
加
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

村
財
政
の
展
望

山田　寿 議員

質
問　

新
年
度
予
算
編
成
方
針
と
村

総
合
計
画
及
び
村
長
公
約
と
の
整
合

性
に
つ
い
て
伺
う
。

村
長　

今
後
の
財
政
見
通
し
を
勘
案

し
た
中
長
期
的
な
視
点
で
の
健
全
財

政
と
、「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
総
合
戦
略
」
基
本
５
項
目
を
重
点

課
題
と
し
、
村
長
公
約
で
あ
っ
た
サ

ッ
カ
ー
場
建
設
、
若
者
定
住
住
宅
等

が
主
た
る
も
の
で
あ
る
。

質
問　

地
方
創
生
交
付
金
は
貴
重
な

財
源
で
あ
る
。
獲
得
に
向
け
て
の
取

り
組
み
を
伺
う
。

村
長　

１
０
０
％
交
付
と
有
利
な
財

源
で
あ
り
、
８
千
万
円
ま
で
許
容
さ

れ
る
の
で
職
員
と
村
民
、
議
会
の
総

力
を
挙
げ
て
取
り
組
み
た
い
。

質
問　

近
い
将
来
、
財
政
調
整
基
金

を
取
り
崩
さ
ね
ば
な
ら
な
い
時
が

来
る
が
、
そ
れ
に
対
す
る
対
処
法
、

特
に
歳
入
増
大
に
向
け
て
の
考
え

を
伺
う
。

特定地区公園整備事業（サッカー場併設）建設予定地
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て
農
振
整
備
計
画
で
除
外
す
る
必
要

も
あ
る
。

高
齢
者
福
祉

質
問　

一
般
に
認
知
症
症
状
に
は
９

段
階
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
こ

に
至
る
前
の
早
期
発
見
の
重
要
性
が

昨
今
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
対
策
の
現

状
を
伺
う
。

住
民
福
祉
課
長　

本
人
が
自
覚
す
る

事
は
難
し
い
こ
と
で
、
家
族
や
周
辺

の
人
の
気
づ
き
が
大
切
だ
が
、
併
せ

て
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を

引
き
続
い
て
実
施
し
て
い
き
た
い
。

質
問　

早
期
発
見
の
た
め
の
認
知

症
検
査
な
ど
の
実
施
検
討
を
要
望

し
た
い
。

　

次
に
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の

村
長　

歳
出
削
減
と
し
て
、
こ
れ
ま

で
の
行
政
主
管
事
業
の
委
託
化
、
行

政
事
務
の
効
率
化
、
職
員
数
の
適
正

化
を
進
め
る
。
一
方
、
ス
マ
ー
ト
イ

ン
タ
ー
開
設
を
機
に
企
業
・
工
場
誘

致
の
機
運
を
生
み
出
し
た
い
。

質
問　

要
望
と
し
て
、
行
政
が
で
き

な
い
こ
と
を
住
民
が
補
完
し
て
い
く

と
い
う
観
点
か
ら
の
村
内
団
体
へ
の

補
助
金
の
削
減
は
慎
重
に
進
め
て
頂

き
た
い
。

農
業
振
興
地
域

質
問　

農
振
地
域
の
中
に
山
林
原
野
、

遊
休
荒
廃
地
が
増
加
し
て
い
る
。
農

業
振
興
地
域
整
備
計
画
を
見
直
す
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
が
所
信
を
伺
う
。

産
業
課
長　

農
振
地
域
整
備
計
画
は

見
直
し
時
期
を
迎
え
て
い
る
。
指
摘

さ
れ
る
土
地
の
除
外
を
行
な
う
た
め

農
地
基
本
台
帳
の
調
整
を
し
て
い
る
。

質
問　

該
当
す
る
土
地
に
つ
い
て
は

非
農
地
化
の
手
続
き
が
必
要
だ
が
、

進
捗
状
況
を
伺
う
。

産
業
課
長　

農
業
委
員
会
で
約
９
千

筆
の
非
農
地
化
作
業
を
進
め
て
い
る

が
、
現
地
調
査
か
ら
審
議
、
通
知
者

の
確
認
、
法
務
局
と
の
調
整
等
多
大

な
時
間
を
要
す
る
。
そ
の
前
提
と
し

入
所
基
準
は
、
65
歳
以
上
で
要
介
護

３
以
上
で
あ
る
が
、
入
所
者
の
把
握

方
法
に
つ
い
て
伺
う
。

住
民
福
祉
課
長　

潜
在
的
な
入
所
希

望
者
の
た
め
、
職
員
・
支
援
員
の
訪

問
と
か
、
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
の

情
報
交
換
を
実
施
し
て
い
る
。

新
図
書
館
の
利
用

佐藤　文男 議員

質
問　

学
習
が
で
き
る
環
境
づ
く
り

と
し
て
、
各
世
代
の
学
習
拠
点
と
し

て
計
画
し
て
い
る
こ
と
を
尋
ね
る
。

教
育
長　

基
本
的
な
考
え
は
、
１
階

は
閲
覧
室
と
談
話
室
。
２
階
は
学
習

で
き
る
空
間
で
、
地
域
交
流
室
と
郷

土
図
書
館
を
活
用
し
、
児
童
や
生
徒

の
学
習
の
場
、
ま
た
個
々
で
学
習
で

き
る
場
と
し
て
は
、
多
目
的
室
を
活

用
す
る
。
紙
芝
居
講
座
、
似
顔
絵
講

座
等
各
世
代
の
ニ
ー
ズ
に
あ
つ
た
資

料
や
情
報
提
供
に
努
め
て
い
く
。

質
問　

Ｐ
Ｒ
を
充
分
し
て
頂
き
、
有

効
活
用
に
な
る
よ
う
に
お
願
い
す
る
。

質
問　

利
用
率
ア
ッ
プ
に
対
す
る
計

画
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

教
育
長　

村
の
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
上
に

図
書
館
専
用
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
、
案

内
や
イ
ベ
ン
ト
等
を
積
極
的
に
情
報

発
信
す
る
。
ま
た
広
報
誌
や
チ
ラ
シ
、

告
知
放
送
で
周
知
し
、
村
民
に
呼
び

か
け
る
。
開
館
は
午
前
９
時
30
分
か

ら
午
後
６
時
30
分
と
し
、
休
館
は
火

曜
日
で
、
休
日
も
開
館
す
る
。

質
問　

大
い
に
図
書
館
を
活
用
し
、

子
育
て
、
生
涯
学
習
等
教
育
環
境
が

充
実
し
た
村
に
な
る
よ
う
期
待
す
る
。

 

保
育
園
・
学
校
に
設
置
さ
れ
て

 

い
る
「
遊
具
」
の
現
状

質
問　

保
育
園
及
び
小
学
校
の
室
外

遊
具
の
現
状
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

教
育
次
長　

筑
北
小
学
校
は
平
均
台
、

ブ
ラ
ン
コ
等
７
種
類
の
10
台
。
坂
井

小
学
校
は
鉄
棒
、
滑
り
台
等
７
種
類

の
10
台
を
設
置
し
て
い
る
。
筑
北
ひ

ま
わ
り
保
育
園
、
坂
井
保
育
園
共
に

ブ
ラ
ン
コ
、
ジ
ャ
ン
グ
ル
ジ
ム
等
で

６
種
類
６
台
。
こ
の
遊
具
以
外
に
、

山
等
の
斜
面
も
あ
る
。

質
問　

遊
具
の
安
全
へ
の
配
慮
、
維

持
管
理
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

教
育
次
長　

学
校
・
保
育
園
共
に
、

年
１
回
専
門
業
者
で
遊
具
点
検
を
行

い
、
不
具
合
が
あ
れ
ば
随
時
補
修
・

修
繕
を
行
っ
て
い
る
。

質
問　

関
係
者
よ
り
室
外
遊
具
の
一

部
を
充
実
し
て
欲
し
い
と
の
要
望
が

あ
る
が
、
如
何
か
。

教
育
次
長　

保
育
園
、
小
学
校
の
要

望
等
聞
き
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

村
の
魅
力
発
信

質
問　

村
の
魅
力
と
は
何
か
。
そ
れ

と
現
状
の
発
信
方
法
に
つ
い
て
伺
う
。

村
長　

は
ぜ
掛
け
米
や
野
菜
、
き
の

こ
な
ど
山
間
地
な
ら
で
は
の
食
べ
物

や
里
山
に
囲
ま
れ
た
山
林
資
源
が
豊

富
な
こ
と
、
そ
し
て
ア
ル
プ
ス
が
望

め
る
こ
と
。
交
通
の
面
で
は
、
Ｊ
Ｒ

篠
ノ
井
線
や
長
野
自
動
車
道
が
通
り
、

歴
史
的
な
文
化
財
が
多
く
残
っ
て
い

る
こ
と
等
が
あ
る
。
魅
力
の
発
信
に

つ
い
て
は
、
村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

ほ
か
、
移
住
ナ
ビ
や
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

の
配
布
及
び
移
住
相
談
会
の
参
加
等

に
よ
り
取
り
組
ん
で
い
る
。
駅
へ
の

看
板
設
置
、
マ
ス
コ
ミ
等
へ
の
情
報

提
供
も
行
な
っ
て
い
る
。
大
切
な
の

は
村
民
が
会
社
、
知
人
な
ど
に
Ｐ
Ｒ

し
て
頂
く
こ
と
で
、
こ
の
為
に
も
村

内
向
け
に
広
報
を
し
て
行
く
。

質
問　

観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
全
戸

配
布
や
見
学
会
を
行
う
等
は
如
何
か
。

産
業
課
長　

村
内
観
光
地
の
再
発
見

等
の
文
書
を
添
え
て
全
戸
配
布
や
、

案
内
人
の
育
成
を
考
え
て
い
る
。

財
政
運
営

待井　安登 議員

質
問　

５
年
後
、
10
年
後
を
見
据
え

健
全
財
政
の
維
持
、
継
続
の
た
め
基

本
的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

村
長　

目
標
の
一
つ
と
し
て
、
10
年

後
に
財
政
調
整
基
金
を
17
億
円
と
し
、

達
成
の
た
め
毎
年
１
・
４
億
円
削
減

の
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
を
ふ
ま
え
て

大
胆
な
財
政
改
革
に
よ
る
、
財
政
の

ス
リ
ム
化
の
た
め
28
年
度
中
に
は
っ

き
り
し
た
方
向
性
を
出
し
た
い
。

質
問　

標
準
財
政
規
模
に
近
づ
け
る

た
め
、
ど
こ
に
重
点
を
置
き
行
財
政

の
ス
リ
ム
化
を
進
め
る
か
尋
ね
る
。

村
長　

本
庁
舎
を
は
じ
め
、
各
施
設

の
移
転
、
建
築
、
統
合
な
ど
進
め
る

な
か
で
、
10
年
先
に
は
、
諸
施
設
を

小
規
模
に
し
て
い
く
な
ど
の
検
討
を

し
て
い
き
た
い
。

森
林
造
成
事
業

質
問　

全
国
植
樹
祭
が
６
月
に
長
野

県
に
お
い
て
開
催
さ
れ
る
。
植
樹
・

森
林
を
見
直
す
い
い
機
会
で
あ
り
、

村
に
お
い
て
も
記
念
植
樹
等
が
考
え

ら
れ
な
い
か
尋
ね
る
。

産
業
課
長　

関
係
機
関
と
調
整
の
う

え
、
天
皇
皇
后
両
陛
下
が
植
樹
さ
れ

る
樹
種
の
う
ち
か
ら
記
念
樹
と
し
て

村
の
気
候
に
合
う
も
の
を
選
び
28
年

度
中
に
植
樹
を
し
た
い
。

質
問　

松
く
い
虫
被
害
と
な
る
前
の

伐
採
適
期
の
林
地
に
つ
い
て
立
木
調

査
の
状
況
に
つ
い
て
ど
う
か
、
ま
た

伐
採
後
一
部
の
面
積
を
住
民
参
加
の

森
づ
く
り
と
し
て
考
え
ら
れ
な
い
か

尋
ね
る
。

産
業
課
長　

立
木
調
査
の
村
有
林
に

つ
い
て
は
調
査
中
で
あ
る
。
時
期
を

見
て
伐
採
後
は
水
源
林
と
し
て
の
造

林
を
実
施
し
、
松
く
い
虫
被
害
の
緩

衝
帯
と
位
置
づ
け
た
い
。

　

ま
た
、
若
干
の
面
積
を
村
民
で
植

え
る
事
に
つ
い
て
も
考
え
て
い
き

た
い
。

質
問　

林
地
の
保
全
を
目
的
と
し
て

指
定
さ
れ
て
い
る
保
安
林
の
現
状
に

つ
い
て
尋
ね
る
。

産
業
課
長　

水
源
の
涵
養
、
土
砂
崩

壊
防
備
な
ど
特
定
の
公
益
目
的
達
成

の
た
め
指
定
さ
れ
て
い
る
。
村
内
の

森
林
面
積
は
８
，
３
２
１
ha
、
内
保

安
林
面
積
は
２
，
９
５
７
ha
、
全
森

林
の
35
・
５
％
を
占
め
て
い
る
。

質
問　

保
安
林
に
指
定
と
な
る
と
、

伐
採
な
ど
制
限
が
厳
し
い
う
え
、
許

可
も
必
要
と
な
る
。
村
に
お
い
て
の

開
発
事
業
に
つ
い
て
も
解
除
申
請
が

必
要
と
な
る
等
、
森
林
所
有
者
に
ど

う
理
解
を
求
め
て
い
く
か
尋
ね
る
。

産
業
課
長　

制
度
の
理
解
と
同
意
を

得
た
上
で
の
事
業
実
施
、
指
定
の
事

務
を
進
め
て
い
る
。
ま
た
保
安
林
内

の
森
林
造
成
に
つ
い
て
は
、
県
が
事

業
主
体
と
な
り
、「
信
州
の
森
づ
く

り
事
業
」
を
は
じ
め
と
し
た
造
林
事

認知症サポーター養成講座の様子

坂井小学校の遊具
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業
を
実
施
し
て
い
る
。
解
除
申
請
は

極
め
て
厳
し
い
も
の
で
あ
る
が
、
大

規
模
開
発
を
伴
う
も
の
で
公
共
性
の

高
い
事
業
に
限
り
申
請
し
て
い
る
。

 

サ
ッ
カ
ー
場
建
設
に
よ
る　

 

今
後
の
筑
北
村
発
展

冲村　智 議員

質
問　

サ
ッ
カ
ー
場
建
設
に
つ
い
て

は
住
民
の
関
心
が
非
常
に
高
い
。
今

回
議
会
へ
説
明
さ
れ
て
い
る
内
容
は

住
民
へ
の
十
分
な
説
明
が
な
さ
れ
て

い
る
か
伺
う
。

教
育
長　

建
設
案
を
発
表
し
て
以
来
、

様
々
な
場
面
で
説
明
を
行
っ
て
い
る
。

費
用
対
効
果
、
サ
ッ
カ
ー
場
建
設
で

筑
北
村
が
元
気
に
な
る
こ
と
、
防
災

面
を
踏
ま
え
て
ど
の
よ
う
に
住
民
説

明
を
行
う
か
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

一
人
で
も
多
く
の
住
民
へ
説
明
し
て

い
く
責
任
は
あ
る
。

質
問　

住
民
へ
の
説
明
は
不
十
分
だ

と
考
え
る
。
大
型
投
資
を
す
る
わ
け

で
あ
り
、
多
く
の
住
民
の
理
解
が
得

ら
れ
て
良
い
事
業
に
な
る
。
そ
こ
で
、

住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
す
る
つ
も

り
が
あ
る
か
伺
う
。

村
長　

以
前
か
ら
も
こ
の
事
業
に
つ

い
て
は
説
明
し
て
き
て
お
り
、
そ
こ

で
は
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
の
依
頼
は
な

か
っ
た
。
平
成
28
年
度
予
算
編
成
の

段
階
ま
で
き
て
お
り
、
ア
ン
ケ
ー
ト

は
実
施
し
な
い
。

質
問　

住
民
の
意
見
を
取
り
入
れ
な

が
ら
サ
ッ
カ
ー
場
建
設
に
臨
ま
れ
る

こ
と
が
事
業
成
功
に
つ
な
が
る
こ
と

だ
と
思
う
。

　

平
成
28
年
度
大
型
予
算

質
問　

同
僚
議
員
へ
の
回
答
と
し
て

毎
年
１
・
４
億
円
規
模
の
削
減
を
し

て
い
く
説
明
が
あ
っ
た
。
詳
細
に
つ

い
て
伺
う
。

企
画
財
政
課
長　

平
成
38
年
度
の
財

政
調
整
基
金
を
17
億
円
確
保
す
る
目

標
値
を
基
準
と
し
て
い
る
。
歳
入
で

３
，
３
０
０
万
円
の
増
を
見
込
み
、

歳
出
で
１
億
円
の
減
を
見
込
む
。
企

画
財
政
課
の
試
案
で
は
あ
る
が
、
相

当
思
い
切
っ
た
公
共
施
設
の
統
廃
合

も
計
画
し
て
い
る
。

質
問　

本
当
に
そ
の
内
容
を
実
施
で

き
る
の
か
が
疑
問
で
あ
る
。
可
能
か

ど
う
か
の
目
算
が
つ
い
て
い
る
の
か

伺
う
。

企
画
財
政
課
長　

企
画
財
政
課
で
試

案
し
て
い
る
内
容
で
は
あ
る
が
、
公

共
施
設
の
廃
止
も
相
当
含
ん
だ
う
え

で
統
廃
合
し
て
い
く
な
ら
ば
、
可
能

だ
と
考
え
て
い
る
。

質
問　

住
民
サ
ー
ビ
ス
が
縮
小
し
、

予
算
は
大
型
化
し
て
い
る
と
い
う
こ

と
だ
と
住
民
理
解
を
得
る
の
が
難
し

い
。
村
長
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発

揮
し
、
こ
の
先
も
村
の
未
来
を
し
ょ

っ
て
頂
き
た
い
と
考
え
る
が
、
村
長

の
考
え
を
伺
う
。

村
長　

村
民
と
約
束
し
た
こ
と
を
一

生
懸
命
実
施
し
て
い
る
。
ま
だ
ま
だ

課
題
も
あ
り
、
前
進
し
て
い
く
。

坂
井
地
域
の
発
展

質
問　

村
長
が
説
明
す
る
「
筑
北
村

は
ひ
と
つ
」
の
中
に
は
麻
績
村
と
の

関
係
な
く
し
て
語
れ
な
い
も
の
が
あ

る
と
考
え
る
。
そ
の
観
点
か
ら
坂
井

地
域
の
独
自
発
展
モ
デ
ル
が
必
要
と

考
え
る
が
如
何
か
。

村
長　

村
全
体
の
過
疎
化
が
進
む
中

で
、
ど
の
地
域
と
い
う
よ
り
も
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
の
特
性
を
活
か
し
た
政

策
が
必
要
だ
と
考
え
る
。
全
地
域
に

共
通
す
る
こ
と
だ
が
、
地
域
の
こ
れ

か
ら
を
ど
う
し
て
い
こ
う
か
と
い
う

課
題
に
対
し
て
話
す
機
会
が
少
な
か

っ
た
こ
と
が
問
題
だ
と
考
え
て
い
る
。

平
成
28
年
度
予
算

小山　正博 議員

質
問　

国
の
交
付
税
は
、
合
併
算
定

替
え
に
よ
り
、
来
年
度
か
ら
段
階
的

に
減
少
さ
れ
、
平
成
33
年
度
に
は

4
億
円
減
と
な
る
見
通
し
で
あ
る
。

　

予
算
編
成
に
あ
た
り
厳
し
い
財
政

運
営
の
中
、
平
成
28
年
度
の
重
点
事

業
を
伺
う
。

村
長　
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
総
合
戦
略
」
に
揚
げ
た
5
つ
の
基

本
目
標
を
実
施
の
た
め
、
子
ど
も
支

援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
充
実
、
若
者
定

住
住
宅
の
建
設
、
森
林
造
成
、
ス
ポ

ー
ツ
を
核
と
し
た
交
流
の
た
め
の

特
定
地
区
公
園
整
備
が
重
点
事
業

で
あ
る
。

質
問　

村
財
政
を
健
全
で
安
定
化
す

る
た
め
の
具
体
的
な
方
針
を
伺
う
。

村
長　

財
政
改
革
は
、
歳
出
削
減
の

見
直
し
と
、
歳
入
確
保
が
重
要
で
あ

る
。
徹
底
し
た
経
常
経
費
の
削
減
と

同
時
に
、
電
算
シ
ス
テ
ム
等
の
経
費

が
多
額
な
の
で
事
務
費
を
見
直
す
。

質
問　

サ
ッ
カ
ー
場
建
設
事
業
費

が
、
当
初
額
よ
り
約
2
億
円
上
回
る

5
億
5
千
万
円
余
と
な
っ
た
。
改
め

て
建
設
に
よ
る
付
帯
効
果
と
維
持
管

理
費
等
を
尋
ね
る
。

教
育
長　

上
回
っ
た
原
因
は
、
サ
ッ

カ
ー
場
の
建
設
費
で
は
な
く
、
駐
車

場
や
ヘ
リ
ポ
ー
ト
、
管
理
棟
ま
で
含

め
全
て
増
額
と
な
っ
た
。
ま
た
ア
ン

ダ
ー
パ
ッ
ト
（
衝
撃
吸
収
材
）
を
採

用
し
た
こ
と
も
増
額
の
原
因
で
あ

る
。
管
理
費
は
、
人
件
費
を
除
け
ば
、

電
気
・
水
道
代
等
と
ゴ
ム
チ
ッ
プ

代
、
ト
ラ
ク
タ
ー
燃
料
代
で
、
年
間

１
０
０
万
円
か
ら
２
０
０
万
円
と
試

算
し
て
い
る
。

質
問　

10
数
年
後
の
人
工
芝
の
張
替

え
は
、
村
の
大
き
な
負
担
と
な
る
が

対
応
を
尋
ね
る
。

教
育
長　

28
年
度
早
々
に
、
基
金
等

の
設
置
含
め
対
応
を
検
討
す
る
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
伴
う
農
林
業
へ
の
影
響

質
問　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
は
、
大
筋
合
意

と
な
り
、
日
本
で
は
農
林
水
産
物
で

8
割
の
関
税
が
撤
廃
さ
れ
、
高
水
準

で
市
場
開
放
と
な
る
が
、
当
村
へ
の

マ
イ
ナ
ス
影
響
を
尋
ね
る
。

村
長　

国
の
説
明
だ
と
、
影
響
は
殆

ど
な
い
と
聞
い
て
い
る
。
米
は
、
加

盟
国
枠
の
輸
入
量
に
相
当
す
る
国
産

米
を
政
府
が
備
蓄
米
と
し
て
買
い
取

る
の
で
、
従
来
の
生
産
量
や
農
家
所

得
に
影
響
な
い
見
込
み
で
あ
る
。
小

麦
や
白
菜
と
ネ
ギ
は
当
面
大
き
な
影

響
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

質
問　

県
内
の
大
規
模
農
家
で
組
織

す
る
「
県
米
を
考
え
る
会
」
で
は
、

８
割
以
上
の
農
家
が
、
影
響
に
よ
る

値
下
が
り
を
懸
念
し
て
い
る
。
国
・

県
で
は
、
対
策
方
針
を
出
し
て
い
る

が
、
村
と
し
て
の
取
組
み
を
尋
ね
る
。

産
業
課
長　

中
山
間
地
の
当
村
で
は
、

兼
業
・
副
業
的
農
家
も
農
地
を
守
る

大
事
な
担
い
手
で
あ
る
。
国
の
産
地

交
付
金
を
活
用
し
、
村
独
自
に
ネ
ギ
、

カ
ボ
チ
ャ
な
ど
の
一
般
作
物
ほ
か
、

加
工
米
や
蕎
麦
の
団
地
化
に
交
付
金

を
上
乗
せ
す
る
。
大
豆
の
ア
ヤ
ミ
ド

リ
と
蕎
麦
の
信
濃
1
号
は
、
作
付
け

に
交
付
金
を
交
付
し
、
ま
た
種
子
更

新
に
も
補
助
す
る
。

サ
ッ
カ
ー
場
建
設
の
村
民
益太田　守彦 議員

質
問　

サ
ッ
カ
ー
場
の
全
体
事
業
費

は
新
聞
報
道
の
と
お
り
、
当
初
計
画

よ
り
約
２
億
円
増
額
さ
れ
た
。
増
額

内
容
の
説
明
が
遅
れ
た
の
は
な
ぜ
か

尋
ね
る
。

教
育
長　

当
初
計
画
は
概
算
金
額
で

あ
っ
て
、
基
本
設
計
が
完
了
し
た
時

点
で
報
告
す
べ
き
だ
っ
た
。
し
か
し
、

計
画
変
更
の
都
度
、
金
額
が
大
き
く

変
動
し
、
事
業
内
容
が
よ
う
や
く
固

ま
っ
た
。
報
告
が
遅
れ
た
事
を
お
詫

び
す
る
。

質
問　

一
部
の
方
か
ら
「
特
定
の
団

体
や
村
外
の
人
の
た
め
に
サ
ッ
カ
ー

場
を
作
る
の
で
し
ょ
」
と
い
っ
た
厳

し
い
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
村
民

の
た
め
の
サ
ッ
カ
ー
場
で
あ
る
な
ら
、

村
民
へ
の
説
明
を
計
画
し
て
い
る
の

か
尋
ね
る
。

教
育
長　

大
型
事
業
で
あ
り
、
説
明

責
任
は
感
じ
て
い
る
。
実
施
の
方
法

や
時
期
等
に
つ
い
て
具
体
化
す
る
。

質
問　

子
ど
も
達
の
保
護
者
は
サ
ッ

カ
ー
場
に
つ
い
て
の
関
心
が
高
い
と

思
う
の
で
、
説
明
会
の
開
催
は
平
日
の

夜
で
は
な
く
、
週
末
の
昼
間
を
お
願
い

す
る
。

　

次
に
、
今
年
度
の
予
算
編
成
に
あ
た

り
、
費
用
の
削
減
努
力
に
つ
い
て
伺
う
。

副
村
長　

複
数
の
事
業
を
組
み
合

わ
せ
る
こ
と
で
の
経
費
等
の
節
約
、

国
や
県
の
補
助
事
業
に
よ
る
財
源

確
保
の
調
査
等
、
全
庁
と
し
て
取
り

組
ん
だ
。

質
問　

人
工
芝
の
選
定
状
況
を
尋

ね
る
。

教
育
次
長　

多
数
の
製
品
か
ら
価
格

や
耐
用
年
数
等
を
考
慮
し
２
社
に
絞

筑北産はぜかけ米

樹種転換作業
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り
、プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
（
＊
注
釈
）

で
決
定
し
た
い
。

（
＊
複
数
の
者
に
目
的
物
に
対
す
る

企
画
を
提
案
し
て
も
ら
い
、
そ
の
中

か
ら
優
れ
た
提
案
を
行
っ
た
者
を
選

定
す
る
。）

質
問　

ア
ン
ダ
ー
パ
ッ
ト
（
衝
撃
吸

収
材
）
は
当
初
計
画
に
な
か
っ
た
。

こ
の
必
要
性
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

教
育
次
長　

足
腰
へ
の
負
担
軽
減
、

特
に
子
ど
も
達
へ
の
影
響
を
考
え
た
。

　

ま
た
、
ア
ン
ダ
ー
パ
ッ
ト
に
よ
り

人
工
芝
の
耐
用
年
数
が
延
び
る
効
果

も
あ
る
。

質
問　

29
年
度
に
予
定
さ
れ
る
駐
車

場
工
事
に
つ
い
て
、
１
０
０
台
の
根

拠
を
伺
う
。

教
育
次
長　

当
初
は
70
台
以
上
と
し

て
い
た
が
、
本
城
球
場
と
サ
ッ
カ
ー

場
で
そ
れ
ぞ
れ
大
会
が
開
か
れ
た
場

合
を
想
定
し
、
十
分
な
台
数
を
確
保

し
た
。

質
問　

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
を
含
め

１
０
０
台
も
の
車
が
国
道
４
０
３
号

か
ら
入
っ
て
く
る
。
道
幅
も
狭
い
と

こ
ろ
は
４
・
２
メ
ー
ト
ル
し
か
な
く

歩
行
者
の
安
全
確
保
な
ど
、
交
通
対

策
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

村
長　

道
路
改
良
は
問
題
と
考
え
て

い
る
。
観
光
バ
ス
も
村
外
か
ら
入
っ

て
く
る
で
あ
ろ
う
し
、
建
設
課
と
検

討
す
る
。

質
問　

サ
ッ
カ
ー
場
建
設
に
よ
る

経
済
効
果
を
ど
う
測
定
す
る
の
か

尋
ね
る
。

村
長　

村
内
で
の
宿
泊
、
飲
食
、
買

い
物
、
温
泉
利
用
等
を
調
査
し
、
経

済
効
果
を
把
握
す
る
。

質
問　

村
民
益
を
更
に
上
げ
る
た
め

の
施
策
が
あ
れ
ば
尋
ね
る
。

村
長　

お
弁
当
組
合
（
仮
称
）
を
つ

く
り
、
５
０
０
円
か
ら
６
０
０
円
の

お
弁
当
を
作
っ
て
大
会
や
イ
ベ
ン
ト

等
で
販
売
す
る
。
ま
た
、
大
勢
の
村

民
に
利
用
し
て
も
ら
え
る
よ
う
各
課

と
調
整
し
活
用
す
る
。

質
問　

サ
ッ
カ
ー
場
建
設
が
過
剰
投

資
と
な
ら
ぬ
よ
う
お
願
い
す
る
。

公
職
選
挙
法
等
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律

が
成
立
し
公
布
さ

れ
（
平
成
27
年
６
月
）、

い
よ
い
よ
平
成
28
年

６
月
19
日
に
施
行
さ

れ
ま
す
。
こ
の
改
正

の
主
な
内
容
は
「
年

齢
満
18
歳
以
上
満
20

歳
未
満
の
者
が
選
挙
に
参
加
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。」

Ｑ
．
選
挙
権
年
齢
を
18
歳
以
上
に
引

き
下
げ
た
の
は
？

Ａ
．
日
本
は
少
子
高
齢
化
、
人
口
減

少
社
会
を
迎
え
て
い
ま
す
。
こ
の
状

況
に
お
い
て
、
日
本
の
未
来
を
作
り

担
う
存
在
で
あ
る
10
代
に
も
政
治
に

参
画
し
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
ま
た
、
よ
り
早
く
選
挙
権
を

持
つ
こ
と
に
よ
り
、
社
会
の
担
い
手

で
あ
る
と
い
う
意
識
を
若
い
う
ち
に

か
ら
持
っ
て
い
た
だ
き
、
主
体
的
に

政
治
に
関
わ
る
若
者
が
増
え
て
欲
し

い
と
思
い
ま
す
。
若
者
の
投
票
率
が

低
く
な
る
と
、
若
者
の
声
は
政
治
に

届
き
に
く
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
の
結
果
、
若
者
に
向
け
た
政
策
が

実
現
し
に
く
く
な
っ
た
り
、
実
現
す

る
の
に
時
間
が
要
す
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。

�

（
総
務
省
：
18
歳
選
挙
か
ら
）

議　会　日　誌
3月
7～18日
16日
17日
25日

3月定例会
筑北中学校・聖南中学校卒業式
筑北小学校・坂井小学校卒業式
筑北ひまわり保育園・
　　　　　　　坂井保育園卒園式

4月
2日

4日
5日

15日
18日
20日
29日

日本ウェルネス高等学校
　　　信州筑北キャンパス入学式
筑北ひまわり保育園・坂井保育園入園式
筑北小学校・坂井小学校・
　聖南中学校・筑北中学校入学式
筑北小学校・坂井小学校歓迎会
本城地域慰霊祭
坂北地域慰霊祭
聖南中学校歓迎会

5月
1日
8日

坂井ゆうきセンター通常総会
坂井地域慰霊祭

（別紙）　　　　　　　　　平成 28年３月定例会審議内容
件　　　　　　　　　　　名 議決の結果

条
例
・
規
約
等

筑北村議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例 原案可決
全員賛成

筑北村特別職の職員で常勤のもの等の給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例 〃

筑北村一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 〃

筑北村資金の積立基金条例の一部を改正する条例 〃

筑北村空き家等適正管理条例 〃

地方公務員法の改正に伴う関係条例の整理に関する条例 〃

行政不服審査法の改正に伴う関係条例の整理に関する条例 〃

筑北村営バス設置条例の一部を改正する条例 〃

筑北村人事行政の運営等の状況の公表に関する条例の一部を改正する条例 〃

筑北村職員の分限に関する条例の一部を改正する条例 〃

筑北村職員の勤務時間及び休暇等に関する条例の一部を改正する条例 〃
筑北村特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部
を改正する条例 〃

筑北村税条例の一部を改正する条例 〃

筑北村社会就労センター設置条例の一部を改正する条例 〃
筑北村指定地域密着型介護サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基
準を定める条例の一部を改正する条例 〃

筑北村指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並びに
指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果的な支援の方
法に関する基準を定める条例の一部を改正する条例

〃

筑北村森林体験交流センター設置条例の一部を改正する条例 〃

筑北村公営住宅等管理及び整備基準に関する条例の一部を改正する条例 〃

筑北村消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例 〃

筑北村図書館設置条例の一部を改正する条例 〃

過疎地域自立促進計画 〃

筑北村建設計画の変更 〃

村道路線の認定及び廃止 〃
筑北村社会福祉会館の指定管理の指定
　ほか　指定管理の指定　10 件 〃

平成 27 年度就労センター移転改修工事変更請負契約 〃

予
算

平成 27 年度筑北村一般会計補正予算（第 5号）
　ほか　特別会計補正予算 12 件

賛成多数
全員賛成

平成 28 年度筑北村一般会計予算
　ほか　特別会計予算　12 件 全員賛成

陳
情

請
願

軽度外傷性脳損傷・脳しんとうの周知と予防、及びその危険性や予後の相談
のできる窓口などの設置を求める陳情 採　　択

意
見
書

軽度外傷性脳損傷・脳しんとうの周知と予防、及びその危険性や予後の相談のできる窓口
などの設置を求める意見書　
　＊関係機関へ意見書の送付を行いました。

サッカー場入口付近道路状況

 

今
年
の
夏

 

18
歳
投
票
が
は
じ
ま
り
ま
す
!!
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筑
北
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

を
設
立
し
ま
し
た

第
５
回
教
育
等
検
討
会

議
を
開
催
し
ま
し
た
。

市
町
村
対
抗
駅
伝
競
走
大
会

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
性
別
、

年
齢
等
に
関
係
な
く
、
技
能
レ
ベ
ル

に
応
じ
た
ス
ポ
ー
ツ
が
、
い
つ
で
も

気
軽
に
で
き
る
環
境
を
整
え
る
と
と

も
に
、
地
域
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
文

化
の
振
興
、
ま
た
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
発
展
や
筑
北
地
域
の
活
性
化

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
「
筑
北
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」
を
設
立
し
ま
し
た
。

い
つ
ま
で
も
健
康
で
い
ら
れ
る
身

体
を
つ
く
る
た
め
に
は
、
日
々
の
運

動
は
必
要
不
可
欠
で
す
。

様
々
な
運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用
意

し
ま
し
た
の
で
、
是
非
、
加
入
し
て

い
た
だ
き
、
こ
の
機
会
に
運
動
習
慣

を
身
に
付
け
ま
し
ょ
う
。

◎
会
費

ス
ポ
ー
ツ
保
険
料
込
で
3
千
円
の

年
会
費
が
必
要
で
す
。

た
だ
し
、
家
族
で
加
入
さ
れ
る

場
合
等
は
２
人
目
か
ら
ス
ポ
ー
ツ

保
険
料
の
み
の
と
な
り
ま
す
。（
ス

ポ
ー
ツ
保
険
料
は
年
齢
に
よ
り
異

な
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
筑
北
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。）

◎
参
加
料
無
料
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

会
費
の
み
の
支
払
い
で
参
加
で
き

る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

・
大
人
の
ス
ポ
ー
ツ
教
室

糖
尿
病
予
防
や
体
質
改
善
な
ど
に

効
果
の
あ
る
ス
ト
レ
ッ
チ
を
適
正
な

指
導
の
下
で
行
い
ま
す
。
ま
た
、
毎

回
違
う
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
く
行
い
、

運
動
不
足
を
解
消
さ
せ
ま
す
。

開
催
日
、
時
間
、
場
所
等

週
２
回
実
施

・
毎
週
月
曜
日　

午
後
7
時
～

　

坂
井
体
育
館

・
毎
週
火
曜
日　

午
後
7
時
～

　

ウ
エ
ル
ネ
ス
高
校
体
育
館

※
月
曜
日
は
6
月
よ
り
実
施
予
定

・
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
ク
体
験

ポ
ー
ル
を
使
い
自
分
の
ペ
ー
ス
で

楽
々
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
し
ま
す
。
歩

き
方
の
指
導
も
行
う
の
で
美
し
い
姿

勢
が
保
た
れ
、
た
だ
歩
く
よ
り
遥
か

４
月
２
日
、
入
学
式
を
行
い
ま
し
た
。
ス
ポ
ー
ツ
コ
ー
ス
総
勢
30
名
が
新
た

な
希
望
を
胸
に
込
め
、
筑
北
村
で
の
高
校
生
活
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。
若

い
活
力
で
筑
北
村
を
盛
り
上
げ
て
い
け
る
よ
う
、
教
員
一
同
全
身
全
霊
で
指
導

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
村
民
の
皆
さ
ま
ど
う
ぞ
ご
指
導
の
ほ
ど
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

平
成
28
年
度

日
本
ウ
ェ
ル
ネ
ス
高
等
学
校
信
州
筑
北
キ
ャ
ン
パ
ス

ス
ポ
ー
ツ
コ
ー
ス
入
学
式

平
成
28
年
度

日
本
ウ
ェ
ル
ネ
ス
高
等
学
校
信
州
筑
北
キ
ャ
ン
パ
ス

ス
ポ
ー
ツ
コ
ー
ス
入
学
式

野
球
部
監
督　

中
原
英
孝

一
日
一
日
と
野
外
で
の
活

動
が
楽
し
い
時
間
に
な
り
、

野
球
好
き
な
人
間
に
と
っ
て

は
待
望
の
球
春
を
迎
え
て
い

ま
す
。�

高
校
野
球
大
好
き
な
人
間

に
と
っ
て
新
た
な
希
望
と
夢

の
挑
戦
と
捉
え
て
人
一
倍
の

情
熱
を
も
っ
て
生
徒
と
と
も

に
立
ち
上
げ
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。�

蹴
球
部
監
督　

伊
藤
雅
範

大
き
な
期
待
を
胸
に
練
習

に
励
み
、
競
技
力
と
人
間
力

の
向
上
に
努
め
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

に
効
果
が
あ
り
ま
す
。
開
催
日
等
は

決
定
次
第
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

・
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
教
室

子
ど
も
達
の
運
動
不
足
の
解
消

と
、
怪
我
を
し
に
く
い
身
体
を
楽

し
み
な
が
ら
つ
く
り
ま
す
。
併
せ
て
、

生
涯
に
渡
り
運
動
習
慣
を
身
に
付

か
せ
ま
す
。

開
催
日
、
時
間
、
場
所
等

週
２
回
実
施

・
毎
週
月
曜
日　

午
後
4
時
～

　

坂
井
小
学
校
体
育
館

・
毎
週
木
曜
日　

午
後
4
時
30
分
～

　

筑
北
小
学
校
体
育
館

筑
北
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
で
は
、
こ

れ
ら
の
教
室
以
外
に
も
体
育
巡
回
指

導
と
し
て
、
小
学
校
や
保
育
園
の
体

育
授
業
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
い
、
運
動

の
苦
手
意
識
や
、
運
動
嫌
い
を
改
善

す
る
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◎
有
料
プ
ロ
グ
ラ
ム

会
費
の
外
に
、
月
々
の
参
加
料
が

か
か
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

・
ヨ
ガ
教
室
、
ヨ
ガ
教
室
＋
脳
ト
レ

・
カ
メ
ラ
テ
ク
ニ
ッ
ク
講
習

・
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

・
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
ボ
ク
シ
ン
グ
教
室

・
フ
ッ
ト
サ
ル
教
室�

な
ど

筑
北
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
に
興
味
関

心
の
あ
る
方
は
是
非
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

☎
66
‐
１
０
２
１　

本
城
公
民
館
内

４
月
26
日
に
第
５
回
教
育
等
検
討

会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。

テ
ー
マ
を
設
定
し
て
の
グ
ル
ー
プ

討
議
は
、
第
３
回
目
、
４
回
目
は
「
現

在
の
保
・
小
・
中
の
教
育
環
境
を
考
え

る
」
を
テ
ー
マ
に
行
い
、
今
回
５
回
目

は
「
麻
績
村
と
の
統
合
に
つ
い
て
考
え

る
」
を
テ
ー
マ
に
グ
ル
ー
プ
討
議
を
行

い
ま
し
た
。
委
員
の
皆
さ
ん
か
ら
は
、

筑
北
村
の
子
ど
も
た
ち
の
将
来
を
考

え
た
活
発
な
意
見
が
出
さ
れ
、
統
合

は
筑
北
村
内
で
行
い
、
場
所
は
新
し
く

修
繕
経
費
も
掛
か
ら
な
い
坂
井
小
に
、

と
い
う
意
見
や
、
ま
た
中
学
校
は
聖
南

中
を
使
う
意
見
、
新
し
い
小
学
校
を
建

設
し
た
ら
、
と
の
意
見
も
出
さ
れ
ま
し

た
。
統
合
後
の
空
校
舎
の
活
用
方
法
も

提
案
さ
れ
た
委
員
さ
ん
も
い
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
想
い
を
熱
く
出
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

第
６
回
目
は
６
月
中
旬
頃
を
予
定

し
て
お
り
、
テ
ー
マ
は
「
筑
北
村
の
３

地
域
が
も
っ
と
仲
良
く
な
る
に
は
」
を

テ
ー
マ
に
行
う
予
定
で
す
。

筑
北
村
は
３
地
域
が
一
つ
に
な
り

村
を
形
成
し
て
い
ま
す
。
す
べ
て
の
地

域
が
特
色
を
出
し
、
活
性
化
す
る
こ
と

で
筑
北
村
は
繁
栄
し
ま
す
。

ど
う
す
れ
ば
地
域
の
特
色
を
出
す

こ
と
が
で
き
る
か
を
、
こ
れ
か
ら
の
学

校
等
の
統
合
を
含
め
た
話
し
合
い
の

中
で
み
ん
な
で
見
つ
け
て
い
け
れ
ば

と
考
え
て
い
ま
す
。

４
月
29
日
（
金
）
長
野
県
市
町
村

対
抗
駅
伝
競
走
大
会
が
松
本
平
広
域
運

動
公
園
陸
上
競
技
場
で
開
催
さ
れ
、
筑

北
村
か
ら
は
３
年
ぶ
り
と
な
る
一
般
の

部
と
小
学
生
の
部
に
出
場
し
ま
し
た
。

レ
ー
ス
結
果

一
般
の
部　

59
チ
ー
ム
中
56
位

小
学
生
の
部　

62
チ
ー
ム
中
54
位
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筑
北
小
学
校

つ

つ

じ

応

援

団

　
　

団

員

募

集

筑
北
小
学
校
応
援
団
、
通
称
「
つ

つ
じ
応
援
団
」
の
発
足
に
向
け
、
昨

年
度
よ
り
準
備
委
員
会
を
開
催
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。

準
備
委
員
会
で
は
、「
つ
つ
じ
応

援
団
は
、
保
護
者
は
も
ち
ろ
ん
、
地

域
住
民
が
可
能
な
限
り
参
加
し
、
筑

北
小
学
校
を
盛
り
上
げ
て
い
く
存
在

を
め
ざ
し
て
い
き
た
い
」
と
い
う

応
援
団
の
目
指
す
方
向
が
確
認
さ
れ

ま
し
た
。

左
の
よ
う
な
応
援
団
だ
よ
り
を
保

護
者
に
配
布
す
る
と
と
も
に
地
域
に

全
戸
配
布
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
み
ん

な
で
筑
北
小
学
校
を
盛
り
上
げ
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

◆
応
援
団
の
目
指
す
方
向
に
賛
同

し
て
い
た
だ
け
る
方
は
ど
な
た
で

も
Ｏ
Ｋ
で
す
。

◆
学
校
の
活
動
の
中
で
協
力
い
た

だ
き
た
い
場
面
で
、
協
力
要
請
を

い
た
し
ま
す
。

◆
村
の
社
会
福
祉
協
議
会
を
通
じ

老
人
ク
ラ
ブ
、
ま
た
教
育
委
員
会

を
通
じ
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆

さ
ま
に
も
協
力
要
請
を
行
う
予
定

で
す
。

◆
新
た
に
協
力
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
筑
北
小
学
校
に
電
話
で
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

399-7601 筑北村坂北 2267
筑北村立筑北小学校 66-2001
　　　　　　ＦＡＸ 66-3670
担当： 鳥海 康

　

コ
ラ
ム

春
の
紫
外
線
対
策

新
年
度
も
始
ま
り
早
一
ヶ
月
我

が
家
も
上
の
子
が
進
学
し
た
寂
し

さ
に
も
少
し
ず
つ
慣
れ
て
ま
い
り

ま
し
た
。

春
の
農
作
業
が
本
格
化
し
て
ま

い
り
ま
し
た
が
、
気
を
つ
け
た
い

物
の
一
つ
に
紫
外
線
が
あ
り
ま
す
。

夏
よ
り
も
春
の
方
が
紫
外
線
は
強

い
こ
と
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
？

日
焼
け
に
よ
る
シ
ミ
や
シ
ワ
な
ど

の
対
策
は
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

日
焼
け
止
め
を
塗
る
の
は
勿
論

で
す
が
、
春
の
食
材
を
積
極
的
に

と
る
と
い
い
そ
う
で
す
。
特
に
ヨ

モ
ギ
が
オ
ス
ス
メ
で
す
。
ヨ
モ
ギ

の
食
物
繊
維
は
ほ
う
れ
ん
草
の
10

倍
も
含
ま
れ
て
い
て
、
便
秘
の
解

消
を
は
じ
め
、
デ
ト
ッ
ク
ス
に
よ

り
腸
が
き
れ
い
に
な
り
お
肌
に
も

効
果
が
あ
る
そ
う
で
す
。

調
理
法
は
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す

が
、
塩
茹
で
し
、
絞
っ
て
荒
く
刻

み
ご
飯
に
混
ぜ
込
ん
だ
「
ヨ
モ
ギ

ご
飯
」
や
「
草
団
子
」
な
ど
が
私

は
大
好
き
で
す
。
村
内
で
は
簡
単

に
手
に
入
る
ヨ
モ
ギ
、
ち
ょ
っ
と

見
直
し
て
美
味
し
く
食
べ
て
美
肌

を
目
指
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

�

Ｒ
Ｅ
Ｉ

先
輩
の
思
い
を
新
入
生
へ
伝
え
る 

～
聖
南
中
学
校
生
徒
会
入
会
式
～

生徒会総目標

「　進　」
～ 継続・発展・発信

未来に向かって
 一歩前進 ～

五
日
（
火
）
の
入
学
式
、
始
業
式
に
続
い
て
、
七
日
（
木
）
に
は
「
生
徒
会
入
会
式
」
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

歓
迎
の
ダ
ン
ス
、
会
長
の
挨
拶
、
応
援
と
声
だ
し
「
ど
っ
こ
い
」、
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、

ど
れ
も
先
輩
の
や
る
気
、
挑
戦
、
自
信
の
姿
が
伝
わ
っ
た
は
ず
で
す
。

新入生の 
視線の先には… 先輩の熱いダンス

会長の思い

応援・声だし
「どっこい！ 」

先輩から学ぶ

どっこい清掃とは…



31 30

Ｑ
．
ご
出
身
は
ど
ち
ら
で
す
か
？

Ａ
．
住
ま
い
は
、
安
曇
野
市
穂
高
で

す
が
、
真
田
丸
で
人
気
の
上
田
市

で
生
ま
れ
育
ち
ま
し
た
。
実
家
が

上
田
駅
の
近
く
で
し
た
の
で
、
上

田
駅
は
私
達
の
遊
び
場
で
し
た
。

Ｑ
．
坂
井
小
学
校
の
印
象
や
、
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
こ
と
を
教
え
て

下
さ
い
。

Ａ
．
坂
井
小
学
校
の
校
歌
を
聴
い

た
時
に
、
歌
詞
の
す
ご
さ
に
驚

き
ま
し
た
。
特
に
、「
日
本
の
明

日
を
生
む
と
こ
ろ
」
と
あ
り
ま

す
。
そ
こ
に
は
、
ど
ん
な
思
い

が
こ
め
ら
れ
て
い
る
の
か
、
関

心
が
あ
り
ま
す
。

　
　

前
学
校
長
が
、
少
（
し
ょ
う
）

人
数
で
は
な
く
小
（
こ
）
人
数
と

表
現
さ
れ
た
よ
う
に
、
小
人
数
で

も
声
が
出
て
い
ま
す
し
、
挨
拶
も

出
来
て
い
ま
す
。

　
　

校
長
室
は
、
児
童
が
顔
を
出

し
た
り
、
遊
び
に
来
た
り
で
き
る

場
所
に
な
っ
て
い
ま
す
。
あ
る
日
、

４
年
生
の
何
人
か
の
児
童
が
来
た

日
で
す
。
校
長
室
に
飾
ら
れ
て
い

る
置
物
が
何
で
あ
る
か
と
い
う
話

に
な
り
ま
し
た
。
置
物
に
書
か
れ

て
い
る
消
え
か
か
っ
て
い
る
文
字

を
見
つ
け
、
辞
書
を
調
べ
は
じ
め
、

「
玉
髄
（
ぎ
ょ
く
す
い
）」
と
い
う

文
字
で
あ
る
こ
と
を
導
き
出
し
ま

し
た
。
翌
日
、
児
童
の
１
人
が
恐

竜
の
本
を
持
っ
て
、
こ
れ
は
恐
竜

の
化
石
で
は
な
い
か
と
見
せ
に
来

て
く
れ
ま
し
た
。

　
　

児
童
が
何
こ
れ
と
思
う
こ
と
が

大
切
で
あ
り
一
緒
に
学
習
し
、
学

ぶ
こ
と
が
出
来
る
よ
う
な
教
育
づ

く
り
を
し
た
い
で
す
。

Ｑ
．
地
域
の
方
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お

願
い
し
ま
す
。

Ａ
．
私
は
社
会
科
が
専
科
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
地
域
の
こ
と
に

と
て
も
関
心
が
あ
り
ま
す
。
校

歌
の
歌
詞
の
意
味
も
知
り
た
い

で
す
し
、
地
域
の
方
も
敷
居
が

高
い
と
思
わ
ず
、
校
長
室
に
是

非
と
も
寄
っ
て
地
域
の
こ
と
を

教
え
て
欲
し
い
で
す
。

　
　

私
が
小
さ
い
頃
、
家
族
で
修
那

羅
安
宮
神
社
に
来
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
両
親
は
他
界
し
て
い
ま
す

の
で
、
直
接
報
告
は
出
来
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
坂
井
小
学
校
に
赴
任

し
た
事
も
ご
縁
を
感
じ
て
い
ま
す
。

レ
ー
選
手
で
し
た
。
今
で
は
早
朝

の
テ
ニ
ス
を
し
て
い
ま
す
。
テ
ニ

ス
を
始
め
た
の
は
、
カ
タ
ー
ル
の

ド
ー
ハ
日
本
人
学
校
に
赴
任
し
た

時
、
外
は
暑
い
の
で
、
室
内
ス
ポ
ー

ツ
と
し
て
テ
ニ
ス
を
始
め
ま
し
た
。

Ｑ
．
外
国
の
日
本
人
学
校
は
？

Ａ
．
ド
ー
ハ
日
本
人
学
校
に
、

１
９
９
７
～
２
０
０
０
年
の
３
年

間
赴
任
し
て
い
ま
し
た
。

Ｑ
．
筑
北
小
学
校
の
印
象

Ａ
．
子
供
た
ち
は
、
明
る
く
て
、
素

直
で
、
言
わ
れ
た
こ
と
が
出
来
る
。

Ｑ
．
筑
北
小
学
校
の
思
い

Ａ
．
子
供
た
ち
が
、
学
校
へ
期
待
感

を
思
っ
て
、
来
て
く
れ
る
よ
う
に

し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ
．
教
育
の
現
場
と
は

Ａ
．
人
と
人
の
間
の
温
か
い
人
間
関

係
・
先
生
と
生
徒
と
の
信
頼
・
温

か
く
接
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ

と
思
い
ま
す
。

Ｑ
．
地
域
の
方
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お

願
い
し
ま
す
。

Ａ
．
地
域
の
人
の
つ
な
が
り
、
人
と

人
の
つ
な
が
り
が
、
教
育
を
支
え

て
く
れ
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

松
本
市
奈
川
小
学
校
か
ら
着
任
さ

れ
た
赤
羽
久
人
先
生
に
お
話
を
伺
い

ま
し
た
。

Ｑ
．
ご
出
身
は
ど
ち
ら
で
す
か
？

Ａ
．
大
町
市
生
ま
れ
で
、
信
州
大
学

を
卒
業
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
．
趣
味
・
特
技
は
何
で
す
か
？

Ａ
．
体
育
運
動
で
す
。
若
い
う
ち
は

陸
上
で
１
６
０
０
メ
ー
ト
ル
リ

　

安
宮
神
社
に
も
行
く
こ
と
も

と
て
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
終
え
て
、
こ
っ

そ
り
趣
味
に
つ
い
て
教
え
て
下
さ
い

ま
し
た
。
ち
ょ
っ
と
驚
く
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
地
域
の
皆
さ
ん
も
、
直
接

聞
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。
又
、
校
長

先
生
が
大
切
に
し
て
い
る
、
相
田
み

つ
を
さ
ん
の
「
自
分
の
花
」
と
い
う

作
品
も
校
長
室
に
飾
ら
れ
て
い
ま
す
。

筑
北
小
校
長
先
生
紹
介

坂
井
小
学
校
長
紹
介

赤羽　久人
校長先生

窪田　尚幸
校長先生

2年副担任

金
かなざわ

澤　由
ゆ か

佳
先生

①
読
書
・
ジ
ョ
キ
ン
グ
・
テ
ニ
ス

②
お
米
が
お
い
し
い
。

③
図
書
館
も
担
当
さ
せ
て
頂
い
て
い
ま

す
。
生
徒
の
み
な
さ
と
の
出
会
い
を

大
切
に
、
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！

　栄養職員

田
たご

子　綾
あ や み

美
先生

①
山
雅　

観
戦

②
自
然
が
豊
か
で
景
色
が
き
れ
い
。

③
聖
南
中
の
み
な
さ
ん
に
、
お
い
し
い

給
食
を
お
届
け
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

聖
南
中
学
校

１年担任　理科

藤
ふじさわ

澤　彬
あきら

先生

①
ド
ラ
イ
ブ　

写
真

②
お
ち
つ
い
て
い
る
。

③
地
形
・
地
質
が
大
好
き
な
理
科
教
師

で
す
。

新
任
の
先
生
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
　

① 

趣
味
・
特
技
は
？

② 

筑
北
村
の
第
一
印
象
は
？ 

③ 

自
己
PR
！

筑
北
中
学
校

教頭

清
きよさわ

沢　剛
つよし

先生

①
高
校
野
球
観
戦
、
温
泉
め
ぐ
り

②
筑
北
村
に
住
ん
で
20
年
以
上
に
な
り

ま
す
が
、
い
つ
も
自
然
豊
か
で
ゆ
っ

た
り
と
し
た
気
持
ち
に
な
れ
ま
す
。

③
得
意
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
微
力

な
が
ら
〝
精
一
杯
”
を
心
が
け
て

い
き
た
い
で
す
。

１年生副担任

市
いちかわ

河　泉
いずみ

先生

①
Ｒ
ｏ
ｃ
ｋ
の
Ｌ
ｉ
ｖ
ｅ
へ
行
く
こ

と
・
好
き
な
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
Ｄ

Ｖ
Ｄ
や
Ｃ
Ｄ
鑑
賞
・
静
か
に
読
書

②
久
し
ぶ
り
だ
ね
!!

　
（
聖
南
中
に
勤
務
し
て
い
た
時
６
年

間
坂
北
に
住
ん
で
ま
し
た
。）

③
「
生
坂
村
・
筑
北
村
・
麻
績
村
」
３

村
の
７
小
・
中
学
校
の
先
生
方
と

一
緒
に
学
力
向
上
を
図
る
仕
事
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

２年生副担任

蜜
みつざわ

澤　靖
やすのり

哲
先生

①
読
書
・
音
楽
活
動

　

ギ
タ
ー
・
ベ
ー
ス
・
ド
ラ
ム
ス
（
ド

ラ
ム
ス
が
一
番
得
意
）
の
演
奏
が

で
き
ま
す
。
現
在
は
Ｖ
ｏ
ｃ
ａ
ｌ

＆
Ｐ
ｉ
ａ
ｎ
ｏ
の
ユ
ニ
ッ
ト
で
（
Ｖ

ｏ
．
と
し
て
）
活
動
し
て
い
ま
す
。

②
私
の
岡
山
の
実
家
を
思
い
出
す
風
景

で
心
癒
さ
れ
ま
し
た
。

③
ふ
だ
ん
岡
山
弁
を
話
す
熱
い
男（
？
）

で
す
。

１年生副担任
SUN組担任

西
にしざわ

澤　順
じゅんこ

子
先生

①
お
い
し
い
も
の
を
食
べ
る
、
そ
し
て

作
る
（
特
に
お
菓
子
大
好
き
）

②
住
ん
で
い
ま
す
…
15
年
に
な
り
ま
す
。

花
粉
の
季
節
は
つ
ら
い
で
す
。

③
６
年
ぶ
り
に
ま
た
筑
北
中
に
お
世
話

に
な
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

笑
顔
で
明
る
く
毎
日
過
ご
し
て
い
き

た
い
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

３年生副担任

宮
みやがわ

川 千
ち え こ

恵子
先生

①
ハ
ワ
イ
ア
ン
キ
ル
ト
・
ト
ラ
ン
プ
マ

ジ
ッ
ク
少
々

②
豊
か
な
自
然
を
生
か
し
て
、
特
産
品

生
み
出
し
て
い
く
地
域
の
底
力
が

す
ご
い
と
思
い
ま
す
。

③
生
徒
の
皆
さ
ん
に
若
い
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
分
け
て
い
た
だ
き
な
が
ら
頑
張

り
た
い
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

３年生担任

大
お お く ぼ

久保　慧
けい

先生

①
ド
ラ
イ
ブ
・
音
楽
鑑
賞

②
豊
か
な
自
然
に
囲
ま
れ
、
す
が
す
が

し
い
環
境
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

③
教
科
は
音
楽
を
担
当
し
ま
す
。
お
世

話
に
な
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

坂
井
小
学
校

教頭

山
やまもと

本　秀
ひ で き

樹
先生

①
給
食
を
早
く
た
く
さ
ん
食
べ
る
こ
と

②
人
が
温
か
い
、
飯
田
と
比
べ
る
と

ち
ょ
っ
と
寒
い

③
早
く
筑
北
村
に
慣
れ
て
活
躍
で
き
る

よ
う
に
な
り
た
い
で
す
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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川
上
村
出
身
宇
宙
飛
行
士

油
井
亀
美
也
さ
ん
（
46
歳
）

油
井
さ
ん
は
、
昨
年
、
国
際
宇
宙

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｉ
Ｓ
Ｓ
）
に
142
日
間

滞
在
し
、
日
本
の
無
人
補
給
船
こ
う

の
と
り
を
ロ
ボ
ッ
ト
ア
ー
ム
で
Ｉ
Ｓ
Ｓ

に
ド
ッ
キ
ン
グ
さ
せ
る
最
大
の
ミ
ッ
シ
ョ

ン
を
成
功
さ
せ
ま
し
た
。
無
人
補
給

船
に
は
酸
素
や
水
、
食
料
等
が
積
ま

れ
て
い
て
Ｉ
Ｓ
Ｓ
に
滞
在
し
て
い
る
飛

行
士
た
ち
の
命
綱
で
し
た
が
、
ア
メ
リ

カ
も
ロ
シ
ア
も
相
次
い
で
失
敗
し
、
日

本
初
の
補
給
船
こ
う
の
と
り
に
全
て

が
託
さ
れ
ま
し
た
。

音
速
の
20
倍
以
上
の
速
さ
で
動
い

て
い
る
Ｉ
Ｓ
Ｓ
へ
の
ド
ッ
キ
ン
グ
。
緊
張

や
あ
せ
り
は
無
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

油
井
さ
ん
は
、「
日
本
の
技
術
の
高
さ

を
示
す
よ
い
機
会
」「
絶
対
に
失
敗

は
許
さ
れ
な
い
」
と
考
え
て
い
ま
し
た

が
、「
今
ま
で
練
習
を
積
ん
で
き
た
の

で
平
常
心
な
ら
で
き
る
」
と
落
ち
着

い
て
対
応
し
，
キ
ャ
ッ
チ
し
た
瞬
間
は

心
底
ほ
っ
と
し
た
そ
う
で
す
。
そ
し
て
、

日
本
全
体
、
世
界
全
体
が
一
つ
に
な
っ

て
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
救
っ
た
と
語

り
ま
し
た
。

Ｉ
Ｓ
Ｓ
を
救
っ
た
こ
う
の
と
り
は
切

り
離
さ
れ
大
気
圏
で
燃
え
尽
き
る
運

命
で
し
た
が
、
切
り
離
す
と
き
90
分

間
の
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
ま
し
た
。

油
井
さ
ん
は
、
こ
う
の
と
り
が
別

れ
を
惜
し
ん
で
駄
々
を
こ
ね
て
い
る
、

神
様
が
別
れ
を
惜
し
む
時
間
を
自
分

に
く
れ
た
と
感
じ
た
そ
う
で
す
。

無
事
に
帰
還
し
た
油
井
さ
ん
は

「
大
き
く
て
空
気
も
無
尽
蔵
に
あ
る

と
思
っ
て
い
た
地
球
が
、
本
当
に
小
さ

く
感
じ
ら
れ
た
。
環
境
破
壊
も
宇
宙

か
ら
見
え
る
ほ
ど
大
き
く
な
り
つつ
あ

る
。
い
が
み
合
っ
て
い
る
場
合
で
は
な

い
。
皆
が
協
力
し
、
互
い
を
尊
重
す

る
国
際
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
文
化
を

持
ち
帰
れ
た
ら
地
球
も
変
わ
れ
る
の

で
は
な
い
か
」

と
語
って
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
悲
惨
な
事
件
や
テ
ロ
、
紛

争
が
続
く
地
球
へ
の
、
油
井
さ
ん
か
ら

の
重
大
か
つ
緊
急
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
だ
と

思
い
ま
す
。

心
の
伝
言
板
○42

４年担任

加
か と う

藤　恵
け い こ

子
先生

①
温
泉
め
ぐ
り
で
す
。

②
と
て
も
大
き
な
村
、
広
い
村
だ
な
と

感
じ
ま
し
た
。

③
坂
井
小
学
校
の
元
気
な
子
供
達
と
と

も
に
元
気
に
活
動
し
た
い
で
す
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。司書補 支援員

春
かすが

日 万
まりこ

里子
先生

①
本
を
読
む
こ
と
、
映
画
を
見
る
こ
と

で
す
。

②
と
て
も
広
く
て
自
然
豊
か
だ
な
ぁ
と

思
い
ま
し
た
。

③
初
め
て
の
こ
と
が
多
く
中
々
慣
れ
ま

せ
ん
が
、
早
く
児
童
の
み
な
さ
ん
と

仲
良
く
な
れ
る
よ
う
が
ん
ば
り
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

い
所
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

③
筑
北
小
の
元
気
な
子
供
た
ち
に
、
負

け
な
い
よ
う
に
、
パ
ワ
ー
全
開
で
、
が

ん
ば
り
ま
す
！

１年生担任

丸
まるやま

山　克
か つ や

也
先生

①
ギ
タ
ー
＆
ス
キ
ー

②
豊
か
な
自
然
の
中
で
育
っ
て
い
る
元

気
い
っ
ぱ
い
の
お
子
さ
ん
た
ち
！

素
晴
ら
し
い
で
す
ね
。

③
松
本
市
の
岡
田
町
か
ら
片
道
30
㎞
を
、

愛
車
で
通
勤
し
て
い
ま
す
。
安
全
運

転
に
気
を
付
け
て
お
り
ま
す
。

養護教論

伊
い と う

藤　栄里
先生

①
音
楽
を
聴
い
た
り
、
ド
ラ
ム
を
す
る

こ
と
が
好
き
で
す
。

　

冬
は
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
に
行
き
ま
す
。

②
坂
北
駅
が
と
て
も
き
れ
い
で
、
地
域

の
方
た
ち
の
力
が
感
じ
ら
れ
る
村

③
久
し
ぶ
り
の
小
学
校
で
、
児
童
の
み

な
さ
ん
の
元
気
さ
、
か
わ
い
ら
し
さ

に
癒
さ
れ
る
毎
日
で
す
。
私
も
筑
北

小
で一
生
懸
命
が
ん
ば
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

事務員

志
し が

賀　瑞
み ず き

樹
先生

①
サ
ッ
カ
ー
・
登
山

②
自
然
豊
か
な
と
こ
ろ
と
風
が
強
い
で

す
ね
。

③
筑
北
村
の
い
い
と
こ
ろ
を
色
々
と
知
り

た
い
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

５年生担任

安
あんどう

藤　克
か つ や

弥
先生

①
テ
ニ
ス
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
・
ド
ラ
イ
ブ

②
自
然
が
豊
か
で
、
子
供
た
ち
が
の
び

の
び
と
生
活
が
で
き
そ
う
な
所
だ

と
思
い
ま
し
た
。

③
運
動
大
好
き
、
お
も
し
ろ
い
こ
と
大

好
き
、
子
供
た
ち
と
日
々
楽
し
み
な

が
ら
学
び
を
深
め
て
い
き
た
い
で
す
。

図書館司書

降旗　未来
先生

①
ダ
ン
ス
・
歩
く
こ
と

②
と
っ
て
も
寒
い
！
山
が
き
れ
い
！

③
ま
だ
ま
だ
未
熟
で
す
が
、
早
く
筑
北

小
学
校
の
子
供
た
ち
と
仲
良
く
な
っ

て
、
一
生
懸
命
が
ん
ば
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

支援員

西
にしざわ

沢　亮
りょうた

太
先生

①
映
画
鑑
賞
・
晩
酌　

特
技
は
探
し
中

②
空
気
が
美
味
し
い
の
で
、
思
い
き
り

深
呼
吸
し
た
い
が
、
花
粉
の
時
期

が
こ
わ
そ
う
…
。

③
筑
北
村
の
羽
生
結
弦
目
指
し
て
頑
張

り
ま
す
。

支援員

清
きよさわ

沢　直
な お き

希
先生

①
野
球

②
お
だ
や
か
で
過
ご
し
や
す
い
。

③
体
を
動
か
す
こ
と
が
好
き
な
の
で
、

子
供
た
ち
と
楽
し
く
運
動
を
し
な
が

ら
頑
張
って
い
き
た
い
で
す
。

心の相談員

梅
う め だ

田　玉
た ま え

得
先生

①
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

②
自
然
が
美
し
い
・
人
が
温
か
い

③
か
つ
て
公
私
共
に
大
変
お
世
話
に
な
っ

た
筑
北
村
。
少
し
で
も
お
役
に
立
て

る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。

筑
北
小
学
校

音楽・家庭科

坂
さかぐち

口　弥
や よ い

生
先生

①
体
を
動
か
し
て
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む

こ
と
。
歌
を
歌
う
こ
と
。

②
以
前
に
き
の
こ
採
り
を
し
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　

自
然
が
豊
か
で
、
史
跡
・
名
所
の
多

退
任
さ
れ
た
エ
リ
ン
先
生
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ

六
年
間
大
変
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

三
月
に
任
期
を
終
え
、
ア
メ
リ
カ

に
帰
国
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

聖
南
中
学
校
で
過
ご
し
た
六
年
間

で
学
び
得
た
こ
と
は
、
わ
た
し
に

と
っ
て
生
涯
忘
れ
ら
れ
な
い
、
大
切

な
宝
物
と
な
り
ま
し
た
。
み
な
さ
ん

と
出
会
え
た
こ
と
に
感
謝
し
て
い

ま
す
。

す
ば
ら
し
い
未
来
に
向
か
っ
て

頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。
異
国
の
地
よ

り
い
つ
ま
で
も
ず
っ
と
応
援
し
て

い
ま
す
。

A
nd�lastly,�I�love�you.�

着
任
さ
れ
た
カ
イ 

イ
ー
ン
・
ク
ー

先
生
か
ら
の
あ
い
さ
つ

み
な
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
聖
南

中
学
校
の
新
し
い
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
カ
イ�

イ
ー
ン
・
ク
ー
と
申
し
ま
す
。
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

出
身
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の

パ
ー
ス
で
す
。
日
本
に
来
る
の
は
今

回
が
初
め
て
に
な
り
ま
す
。
筑
北
村

の
子
ど
も
た
ち
に
英
語
を
教
え
る

こ
と
を
と
て
も
楽
し
み
に
や
っ
て

き
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
の
英
語
力
が

少
し
で
も
向
上
す
る
よ
う
力
を
注

い
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
は
日
本
語
が
あ
ま
り
話
せ
ま

せ
ん
が
、
た
く
さ
ん
の
村
民
の
み
な

さ
ん
と
お
知
り
合
い
に
な
り
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
遠
慮
せ
ず

に
気
軽
に
ど
ん
ど
ん
話
し
か
け
て

く
だ
さ
い
。

こ
れ
か
ら
、
こ
の
美
し
く
緑
豊
か

な
筑
北
村
に
つ
い
て
も
っ
と
た
く

さ
ん
学
び
、
理
解
を
深
め
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
筑
北

村
な
ら
で
は
の
地
元
野
菜
作
り
に

も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
で
す
。
私
に

と
っ
て
筑
北
村
で
の
生
活
は
毎
日

ワ
ク
ワ
ク
ど
き
ど
き
が
い
っ
ぱ
い

で
す
。

Ａ
Ｌ
Ｔ
紹
介

Hello! 
Nice to meet you.
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館
報
編
集
後
記

新
年
度
に
切
り
替
わ
っ
て
一
ヶ
月

余
り
す
ぎ
ま
し
た
が
、
こ
の
春
新
生

活
を
始
め
ら
れ
た
方
は
も
う
慣
れ
た

頃
で
し
ょ
う
か
。

政
治
も
教
育
も
企
業
会
計
も
皆
一

斉
４
月
ス
タ
ー
ト
と
い
う
の
は
、
先

進
国
の
中
で
は
珍
し
い
そ
う
で
す
。

国
際
化
と
い
う
こ
と
で
、９
月
ス
タ
ー

ト
も
一
時
言
わ
れ
ま
し
た
が
進
ん
で

い
な
い
よ
う
で
す
。
や
は
り
日
本
人

特
有
の
慣
習
な
の
か
、新
年
度
は
春
、

そ
れ
も
「
桜
」
の
イ
メ
ー
ジ
が
刷
り

込
ま
れ
て
い
る
か
ら
で
し
ょ
う
か
。

今
年
の
桜
の
開
花
は
早
か
っ
た
で

す
ね
。モ
ノ
ク
ロ
の
冬
の
世
界
か
ら
、

色
と
り
ど
り
の
鮮
や
か
な
世
界
へ
と

変
わ
る
こ
の
時
期
が
、
や
は
り
新
年

度
に
は
合
い
ま
す
。
こ
の
美
し
い
景

色
を
眺
め
て
い
る
と
、
平
穏
な
日
常

を
送
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
本
当
に

あ
り
が
た
い
の
だ
な
あ
と
つ
く
づ
く

思
い
ま
す
。
熊
本
で
は
、
地
震
で
避

難
生
活
を
送
ら
れ
て
い
る
方
が
沢
山

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
日
々
当
た
り

前
に
過
ご
せ
る
こ
と
を
感
謝
し
て
過

ご
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
被
災
さ
れ

た
方
々
が
早
く
元
の
生
活
に
戻
れ
る

よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

�

Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｏ–

Ｃ
Ｈ
Ａ
Ｎ

坂
北
駐
在
所

坂
北
駐
在
所
に
赴
任
さ
れ
た
百
瀬

隆
さ
ん
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
ご
出
身

は
松
本
市
波
田
、
現
在
は
単
身
赴
任

で
駐
在
所
に
お
住
ま
い
で
す
。

Ｑ 

筑
北
村
の
印
象
は
？

お
巡
り
さ
ん
を
大
事
に
し
て
く
れ

る
温
か
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。
良
く
し

て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

Ｑ 

趣
味
は
何
で
す
か
？

釣
り
、
電
車
に
乗
る
旅
、
ガ
ー
デ

ニ
ン
グ
な
ど
が
好
き
で
す
。
駐
在
所

の
前
も
庭
造
り
を
し
た
い
で
す
。

Ｑ 

村
の
方
々
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
ど
う
ぞ

筑
北
村
は
交
通
死
亡
事
故
が
無
く

て
三
千
日
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
交
通

ル
ー
ル
を
守
っ
て
安
全
な
運
転
を
心

が
け
て
い
た
だ
け
た
ら
と
お
も
い
ま

す
。
そ
し
て
、
若
い
か
た
が
日
中
村
外

で
働
い
て
い
る
こ
と
が
多
い
と
思
う

の
で
す
が
、
そ
の
隙
を
つ
い
て
振
り
込

め
詐
欺
の
被
害
に
あ
う
と
い
う
ケ
ー

ス
が
あ
り
ま
す
の
で
、
振
り
込
め
詐
欺

に
は
十
分
気
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。

地
域
の
方
が
不
安
を
持
た
な
い
よ

う
困
っ
た
と
き
は
頼
れ
る
警
察
官
と

な
る
よ
う
努
め
、
一
方
で
駐
在
所
に

住
ん
で
い
る
の
で
、
地
域
の
一
員
と

な
っ
て
暮
ら
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
仲
良
く
し
て
く
だ
さ
い
。（
笑
）

駐
在
所
の
前
に
四
季
な
り
の
イ
チ

ゴ
を
植
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
り
、
保
育

園
や
小
学
校
の
子
ど
も
た
ち
が
寄
っ

て
く
れ
た
ら
嬉
し
い
と
笑
う
優
し
い

駐
在
さ
ん
。
地
域
の
安
全
の
た
め
お

世
話
に
な
り
ま
す
。

坂
井
駐
在
所

こ
の
春
坂
井
駐
在
所
に
赴
任
さ
れ

た
原
竜
也
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。
奥

様
と
２
人
の
娘
さ
ん
の
４
人
家
族
で

す
。（
先
日
上
の
娘
さ
ん
は
坂
井
保

育
園
に
入
園
さ
れ
ま
し
た
）

安
曇
野
市
堀
金
の
出
身
で
前
任
地

は
飯
田
市
だ
そ
う
で
す
。　
　

Ｑ 

趣
味
は
？

フ
ッ
ト
サ
ル
・
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
・

釣
り
で
す
。

Ｑ 

筑
北
村
の
印
象
は
？

今
ま
で
高
速
道
路
で
通
り
す
ぎ

て
ば
か
り
で
一
度
も
来
た
こ
と
が

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
自
然
が
豊
か

で
い
い
所
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。
住

民
の
皆
さ
ん
も
穏
や
か
で
い
い
方

が
多
い
で
す
。

Ｑ 
村
民
の
皆
さ
ん
へ

い
つ
も
警
察
活
動
に
ご
協
力
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様
の
安

心
安
全
の
為
に
努
力
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
各
家
庭
を
回
り

ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

駐
在
さ
ん
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

新
し
い

＜センターへの持ち物＞
飲み物（水かお茶）、おむつ、おしり拭き、お手ふき、ティッシュ、
ごみ袋など各自必要な物
※行事へは、サポートノート、筆記用具をお持ちください。

あそびに
来る方へ

センターでは、育児・子育てのご相談を随時お受けします。
お気軽にご相談ください。

5 月から 7 月の行事予定
＜時間正確に集合してください＞

5月
日 に ち 内 容
11 日（水） どんぐりくらぶ
16 日（月） ベビーマッサージ
17 日（火） キッズビクス
25 日（水） 坂井保育園開放日

6月
日 に ち 内 容
2 日（木） ひまわり保育園開放日
8 日（水） 誕生会

10 日（金） 運動あそび
13 日（月） おさがり会
15 日（水） どんぐりくらぶ
20 日（月） ベビーマッサージ
21 日（火） 救急法
28 日（火） 坂井保育園開放日

7月
日 に ち 内 容
6 日（水） 誕生会
8 日（金） 避難訓練

12 日（火） キッズビクス
14 日（木） ひまわり保育園開放日
20 日（水） 英語であそぼう
22 日（金） どんぐりくらぶ
25 日（月） ベビーマッサージ

※詳しくは「にじいろカレンダー」を
　ご確認ください。

ーみなさん　こんにちはー
子育て支援センターは、旧本城保育園に

あります。
プレイルームには、おもちゃや好きな遊

びがいっぱい、ランチルームも利用できます。
これからも、センターを一人でも多くの

方に遊びの場や交流の場、そして何より、
ホッとできる場所として利用していただけ
ると嬉しいです。

まだあそびに来たことがない皆さんも、
ぜひお気軽にお越しください。お待ちして
います。

今年度から子育て支
援センターにお世話に
なります。よろしくお願
いします。
花岡　祐子

センター長です。
よろしくお願いします !

今年度から、子育て支援センターにお世
話になります。昨年度末まで筑北ひまわり
保育園で、地域の皆様に支えられ、勤務を
してきた保育経験を生かして、子育てのお
手伝いができたらと思います。

子育て支援センターは、虹のように一
人ひとり違った＜いろ＞の輝きを放ちなが
ら、成長できることを願って、子ども一人
ひとりの「育ち」に関するサポートをして
いきます。村の宝である
子どもたちを一緒に育て
ていきましょう。気軽に
声をかけてください。
 清水　智香子

（にじいろカレンダーと変更有）
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特
別
支
援
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ（
み
ら
い
）

今
年
度
新
し
く
開
始
さ
れ
る
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
で
、
４
月
18
日
よ
り

受
け
入
れ
が
始
ま
り
ま
し
た
。

と
も
だ
ち
ク
ラ
ブ
と
兼
ね
て
３
人

の
職
員
（
河
上
岳
・
滝
澤
昌
子
・
滝

澤
知
恵
子
）
で
勤
務
し
て
い
ま
す
。

な
か
よ
し
ク
ラ
ブ
（
坂
井
小
）・
児
童
館

坂
井
地
域
に
は
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
な
か
よ
し
と
目
的
や
内
容
が
違
う

児
童
館
が
あ
り
ま
す
。
今
年
度
の
な

か
よ
し
ク
ラ
ブ
は
、４
月
13
日
に「
は

じ
め
の
会
」
を
行
い
、
約
束
事
や
職

員
の
紹
介
を
し
ま
し
た
。

３
人
の
職
員
（
山
本
敏
子
・
山
﨑

理
恵
・
吉
野
み
つ
江
）
で
勤
務
し
て

い
ま
す
。

と
も
だ
ち
ク
ラ
ブ
（
筑
北
小
）

と
も
だ
ち
ク
ラ
ブ
は
、
本
城
・
坂

北
地
域
の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
で
、

大
勢
の
利
用
が
あ
り
ま
す
の
で
、
４

月
14
日
の
「
は
じ
め
の
会
」
は
低
学

年
と
高
学
年
に
分
か
れ
て
お
話
し
を

し
ま
し
た
。

４
人
の
職
員
（
花
村
百
合
子
・
栁

原
由
美
子
・
塚
原
富
子
・
栁
澤
里
絵
）

で
勤
務
し
て
い
ま
す
。

☆
セ
ン
タ
ー
長
と
の
約
束
と
い
う
こ

と
で
三
つ
の
約
束
を
し
て
い
ま
す
。

①
人
や
物
の
命
を
大
切
に
し
よ
う

②
ル
ー
ル
を
守
ろ
う

③
先
生
の
話
を
よ
く
聞
く
子
に
な
ろ
う

こ
の
三
つ
の
約
束
は
、
学
童
だ
け

で
な
く
、
人
と
し
て
大
切
な
約
束
で

す
の
で
、
お
う
ち
の
人
と
も
共
通
な

話
題
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
あ
り
が

た
い
で
す
。

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
は
、
小
学
校

か
ら
、「
た
だ
い
ま
」
と
帰
っ
て
き

て
、「
さ
よ
な
ら
」
と
家
庭
に
帰
っ

て
い
く
間
の
ホ
ッ
ト
で
き
る
場
所
と

し
て
、
楽
し
く
安
全
に
過
ご
せ
る
よ

う
環
境
を
整
え
、
毎
日
過
ご
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

☆
平
成
28
年
度
の
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
の
で
、

ス
タ
ッ
フ
を
紹
介
を
し
ま
す
。
☆

（
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
）

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

みらいの先生

なかよしクラブの先生

ともだちクラブの先生

子ども相談室子育て支援センター子育て支援センター じっくり見守る
おほしさまの空事業

スタッフ紹介

　子育て支援センターの「巡回子ども保育・教育相談室」が坂井支所の2階に移りま
した。さまざまな相談に随時応じます。お気軽にご相談ください。
　子育て支援センターで行われる行事の時は、子育て支援センターにいます。

清水　智香子 センター長
統括園長・児童館長

保育園・児童クラブに関す
る相談。

藤澤　陽子
子ども支援総合相談員

小学校・中学校・高等学校
のお子さんの、あらゆる
相談。

深澤　一夫
子ども支援総合専門員

小学校・中学校・高等学校
に関する相談。
いつもはこども支援課に
います。

本田　卓司
子ども支援総合相談員

小学校・中学校・高等学校
のお子さんの、あらゆる
相談。

小林  ひろみ 臨床発達心理士
子ども発達相談員

子どもの発達に関する相談。
検査や、研修の講師をしたりします。

若林　光栄 保健師

総合的な窓口をしていま
す。外部支援機関との連
絡調整もします。
育児相談。

宮島　雪江 療育保育士
子ども支援相談員

小学校入学前のお子さんの
あらゆる相談。

相談専用電話
TEL 67-1020

いつでも、お気軽に
ご相談下さい。
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坂井小学校
7名

筑北中学
校

25名（坂
井9名）

どう ? 
きまった かな !?…♪

「先生怖いだろ !!?」
「ちょっと〜怖いです」
「ちょっとじゃないだろう？ 」
「・・・(-_-;)」

鉛筆１本ずつに名前が
ほってあるね

先生の名前わかりますか？

中学校生活は
楽しいからね

先輩!
よろしくおねがいします

坂井保育園
4名

筑北小学校
16名

聖南中学校21名

ひま
わり
保育
園

12
名


